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ア
メ
リ
カ
の
対
外
援
助
政
策
は
、
一
九
四
一
年
三
月
に
成
立
し
た
武
器
貸
与
法
に
よ
っ
て
本
格
化
し
た
と
い
っ
て
よ
い
が
、
第
二
次
大
戦後のいわゆる冷戦を背景とするアメリカの新たな世界戦略構想のもとでの援助政策は、’九四七年四月に成立した
ギ
リ
シ
ャ
・
ト
ル
コ
援
助
法
を
も
っ
て
そ
の
噴
矢
と
す
る
。
い
わ
ゆ
る
政
府
軍
と
反
政
府
軍
と
の
武
力
衝
突
に
よ
っ
て
ひ
き
起
こ
さ
れ
た
七六五四三二一
、、、、、、、五
、
ア
メ
リ
カ
の
ベ
ト
ナ
ム
援
助
政
策
ベトナム戦争と世界経済（下）
は
し
が
き
ア
メ
リ
カ
の
ベ
ト
ナ
ム
へ
の
本
格
的
介
入
資
本
主
義
の
不
均
等
発
展
ベ
ト
ナ
ム
戦
費
の
増
大
と
ア
メ
リ
カ
経
済
（
以
上
本
誌
第
三
六
巻
第
一
号
）
ア
メ
リ
カ
の
ベ
ト
ナ
ム
援
助
政
策
（
以
下
本
号
）
ド
ル
防
衛
の
国
際
的
展
間
む
す
び
ベトナム戦争と世界経済（下）
石
垣
今
朝
吉一ハーーー
ベトナム戦争と世界経済（下）
六
四
国
内
戦
（
Ⅱ
内
乱
）
を
本
質
と
す
る
こ
れ
ら
諸
国
に
対
す
る
ア
メ
リ
カ
の
援
助
政
策
は
、
辻
〈
産
勢
力
を
排
除
す
る
政
府
車
と
の
一
体
化
し
た
武
力
介
入
を
特
徴
と
す
る
。
あ
る
い
は
武
力
介
入
に
い
た
ら
な
い
ま
で
も
、
「
自
由
世
界
」
の
一
員
と
し
て
の
「
民
主
的
」
政
府
を
維
持
・
擁
護
す
る
た
め
に
、
軍
事
、
非
軍
事
を
問
わ
ず
、
あ
ら
ゆ
る
手
段
を
行
使
し
た
援
助
政
策
を
展
開
す
る
。
ギ
リ
シ
ャ
、
ト
ル
コ
を
は
じ
め
、
中
国
、
朝
鮮
、
ベ
ト
ナ
ム
な
ど
、
数
え
上
げ
た
ら
際
限
が
な
い
が
、
こ
ん
に
ち
に
い
た
る
ま
で
そ
の
本
質
は
変
っ
て
は
い
な
い
。
こうした路線上に位置づけられるアメリカのベトナム援助政策の背景は、どんなものであったであろうか。一九五
○
年
二
川
三
Ⅲ
イ
ン
ド
シ
ナ
三
風
‐
ｌ
南
ベ
ト
ナ
ム
ラ
オ
ス
ノ
ン
ポ
ジ
ア
ー
は
班
式
に
フ
ラ
ン
ス
連
合
内
独
立
国
と
し
て
承
認
さ
れ
、
ア
メ
リ
カ
も
同
月
七
日
に
、
こ
れ
ら
三
国
の
独
立
を
承
認
し
た
が
、
こ
れ
と
期
を
同
じ
く
し
て
、
フ
ラ
ン
ス
は
ベ
ト
ナ
ム
戦
争
遂
行
の
た
め
の
軍
事
・
経
済
援
助
を
ア
メ
リ
カ
に
要
請
し
た
。
同
年
五
月
、
ア
メ
リ
カ
は
フ
ラ
ン
ス
の
要
請
を
受
け
入
れ
て
こ
れ
ら
三
国
に
対する直接援助を開始し、同時に経済使節団をこれら三国に派遣した。「’九四九年末、アメリカの観点からすれば、
ベ
ト
ナ
ム
問
題
に
は
二
つ
の
次
元
が
あ
っ
た
。
第
一
は
、
ア
ジ
ア
に
お
け
る
革
命
の
嵐
を
中
国
の
国
境
ぎ
わ
で
食
い
と
め
よ
う
と
す
る
か
れ
ら
の
決
意
で
あ
り
、
こ
の
時
ま
で
に
ベ
ト
ナ
ム
は
、
ア
メ
リ
カ
が
行
動
を
起
こ
す
可
能
性
の
も
っ
と
も
強
い
国
に
な
っ
て
い
た
。
第
二
は、フランス、ひいてはヨーロッパは小械民地戦争によって徐々に力を失っているのだから、これらの戦争を勝利の
う
ち
に
終
わ
ら
せ
、
そ
う
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
冷
戦
の
舞
台
の
中
心
で
あ
る
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
を
強
化
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
、
と
す
る
か
れ
（１）
らの信念であった。」要するに、ベトナムのパオダイ政権とフーフンス軍を強化することによって、ベトナム戦争を早
期に勝利襖に終結させるにいたれば、共産勢力を中国に封じ込めることができるし、フランス軍をヨーロッパに呼び
戻
す
こ
と
が
で
き
る
と
い
う
わ
け
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
「
こ
の
時
点
に
お
け
る
ト
ル
ー
マ
ン
政
府
の
公
式
の
立
場
は
、
ベ
ト
ナ
ム
を
（２）
基
本
的
に
は
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
問
題
と
し
て
考
え
る
と
い
う
主
張
を
つ
づ
け
る
こ
と
に
あ
っ
た
。
」
こ
う
し
て
、
ベ
ト
ナ
ム
問
題
は
、
ア
メ
リ
（
１
）
ガ
プ
リ
エ
ル
・
コ
ル
コ
「
ベ
ト
ナ
ム
に
お
け
る
ア
メ
リ
カ
ー
そ
の
起
源
と
目
的
」
〈
麟
井
三
郎
縞
「
資
料
・
ベ
ト
ナ
ム
戦
歌
」
上
巻
、
一九六九年、紀伊国屋書店、所収、一六一ページ）
（
２
）
ガ
プ
リ
エ
ル
・
コ
ル
ュ
前
掲
論
文
、
邦
訳
、
前
掲
書
、
一
六
二
ペ
ー
ジ
。
ア
メ
リ
カ
が
イ
ン
ド
シ
ナ
三
国
へ
の
援
助
を
開
始
し
た
直
後
の
一
九
五
○
年
六
月
二
五
日
に
、
朝
鮮
戦
争
が
勃
発
し
た
。
ギ
リ
シ
ャ
・
ト
ル
コ
の
例
に
倣
い
、
ト
ル
ー
マ
ン
大
統
釧
は
直
ち
に
武
力
介
入
を
決
定
し
、
七
月
一
日
に
は
ア
メ
リ
カ
陸
凧
が
釜
山
に
上
陸
す
る
に
い
た
っ
た
。
同
時
に
ア
メ
リ
カ
の
提
案
に
な
る
国
連
軍
創
設
と
そ
の
朝
鮮
へ
の
派
遣
を
国
連
安
保
理
耶
会
で
決
議
採
択
し
（
七
Ⅱ
七
日
）
、
一
六
ヵ
国
か
ら
な
る
国
連
軍
を
組
織
し
た
。
九
月
一
五
日
、
国
連
軍
は
仁
川
に
上
陸
し
、
一
○
月
八
日
に
三
八
度
線
を
突
破
し
て
北
朝
鮮
へ
の
進
撃
を
開
始
し
た
が
、
こ
れ
は
一
○
月
二
五
日
、
中
国
人
民
義
勇
軍
の
朝
鮮
戦
争
へ
の
出
動
を
ひ
き
起
こ
し
た
の
で
あ
る
。
朝
鮮
戦
争
の
勃
発
は
、
勿
論
、
ア
メ
リ
カ
に
よ
る
ベ
ト
ナ
ム
の
フ
ラ
ン
ス
お
よ
び
バ
オ
ダ
イ
政
権
へ
の
援
助
の
い
っ
そ
う
の
強
化
を
も
た
ら
し
、
そ
の
結
果
、
．
九
五
一
年
と
五
二
年
を
通
じ
て
、
フ
ラ
ン
ス
と
そ
の
か
い
ら
い
躯
の
た
た
か
う
戦
争
は
、
ま
す
ま
す
ア
メ
リ
カ
が
ま
か
（３）
な
．
フ
も
の
と
な
っ
て
い
っ
た
」
が
、
か
れ
ら
に
と
っ
て
戦
況
は
必
ず
し
も
好
転
せ
ず
、
こ
こ
に
ア
メ
リ
カ
の
ジ
レ
ン
マ
が
あ
っ
た
の
で
あ
る
。
い
わ
ば
ベ
ト
ナ
ム
で
の
戦
況
が
南
ベ
ト
ナ
ム
政
府
に
不
利
に
な
れ
ば
な
る
ほ
ど
、
ア
メ
リ
カ
は
ベ
ト
ナ
ム
へ
ま
す
ま
す
深
く
コ
ミ
ッ
ト
せ
ざ
る
を
え
な
く
な
っ
て
い
っ
た
。
（
３
）
ガ
プ
リ
エ
ル
・
コ
ル
コ
、
前
掲
論
文
、
邦
訳
、
前
掲
書
、
一
六
三
ペ
ー
ジ
。
一
九
五
三
年
一
月
に
ト
ル
ー
マ
ン
に
代
わ
っ
て
大
統
領
と
な
っ
た
ア
イ
ゼ
ン
ハ
ワ
ー
の
軍
事
政
策
は
、
通
常
「
ニ
ュ
ー
・
ル
ッ
ク
」
戦
ベ
ト
ナ
ム
戦
争
と
世
界
経
済
（
下
）
六五
力にとってはベトナム一国の問題ではなく、世界的な、襖一再すれば、世界戦略上の取要な一原を担う問題であったの
である。
ベ
ト
ナ
ム
戦
争
と
世
界
経
済
（
下
）
一ハーハ
略
と
呼
ば
れ
た
が
、
そ
れ
は
端
的
に
い
え
ば
、
核
兵
器
と
戦
略
空
軍
の
強
化
に
も
と
づ
く
大
猛
報
復
戦
略
で
あ
り
、
「
力
に
よ
る
平
和
」
の
実
現
を
め
ざ
す
も
の
で
あ
っ
た
。
こ
れ
を
通
常
兵
力
の
削
減
を
通
じ
て
躯
事
費
の
節
減
と
財
政
赤
字
の
縮
小
を
は
か
り
つ
つ
実
現
し
よ
う
と
い
う
も
の
で
、
こ
の
観
点
か
ら
朝
鮮
戦
争
の
「
早
期
の
名
誉
あ
る
休
戦
」
へ
と
導
い
て
い
く
こ
と
が
ア
イ
ゼ
ン
ハ
ワ
ー
政
権
に
と
っ
ての緊要な課題とされたのである。一九五三年一一一月三○日、前年一○月から無期休会となっていた休戦会談の再開提
案が周恩来によってなされ、これを受けて四月二六日に会談が再開されるにおよんで、朝鮮戦争の終結へ向けての両
者
の
歩
み
寄
り
が
み
ら
れ
、
七
月
二
七
日
に
休
戦
協
定
の
署
名
が
お
こ
な
わ
れ
た
。
こ
う
し
て
、
朝
鮮
に
お
け
る
民
族
の
分
断
政
簸
は
功
を
奏
し
た
が
、
朝
鮮
戦
争
勃
発
に
伴
う
ア
メ
リ
カ
の
朝
鮮
へ
の
派
兵
と
と
も
に
ト
ル
ー
マ
ン
大
統
領
の
声
明
に
あ
っ
た
フ
ィ
リ
ピ
ン
と
イ
ン
ド
シ
ナ
へ
の
耶
事
援
助
の
拡
大
政
策
は
、
そ
の
ま
ま
ア
イ
ゼ
ン
ハ
ワ
ー
政
権
の
も
と
で
も
引
き
継
が
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
イ
ン
ド
シ
ナ
、
と
り
わ
け
ベ
ト
ナ
ム
に
対
す
る
ア
メ
リ
カ
の
噸
事
援
助
の
強
化
は
、
朝
鮮
に
お
け
る
と
同
様
、
ベ
ト
ナ
ム
に
お
い
て
も
分
断
国
家
を
維
持
す
る
こ
と
を
意
味
す
る
と
い
う
点
で
、
き
わ
め
て
重
要
で
あ
っ
た
。
し
た
が
っ
て
、
翌
五
四
年
に
お
こ
な
わ
れ
た
イ
ン
ド
シ
ナ
休
戦
のためのジュネーブ会議に対するアメリカの戦略は、朝戦休戦への同国の対応によって暗示されていたといえよう。
一
九
五
四
年
に
入
っ
て
、
ベ
ト
ナ
ム
に
お
け
る
バ
オ
ダ
イ
・
フ
ラ
ン
ス
連
合
軍
の
戦
況
は
ま
す
ま
す
悪
化
し
て
い
っ
た
が
、
最
大
の
焦
点はディエン・ビエン・フー攻防戦であった。ベトナム人民軍は三月一三日、ディエン・ピエン・フー包囲戦を開始
し、そこを防衛するフランス躯は完全に補給路が断たれるにいたり、窮地に陥った。フランスはアメリカに対してデ
ィエン・ビエン・フーを包囲しているベトナム人民軍への空爆を要請したが、アメリカの受け入れるところとならず、
五
月
七
日
、
デ
ィ
エ
ン
・
ビ
エ
ン
・
フ
ー
の
フ
ラ
ン
ス
軍
は
、
ベ
ト
ナ
ム
人
民
軍
の
前
に
降
伏
す
る
に
い
た
っ
た
の
で
あ
る
。
一
九
四
六
年末から始まったフランス・ベトナム民主共和国間のベトナム戦争も、ようやく決定的局面を迎えたのである。デイ
エ
ン
・
ビ
エ
ン
・
フ
ー
陥
落
の
翌
日
か
ら
、
米
英
仏
ソ
中
の
五
大
国
に
北
ベ
ト
ナ
ム
の
ホ
ー
政
権
、
南
ベ
ト
ナ
ム
の
バ
オ
ダ
イ
政
権
、
ラ
オ
ス
、
カ
ン
ボ
ジ
ア
を
加
え
た
九
ヵ
国
代
表
は
、
ジ
ュ
ネ
ー
ブ
に
お
い
て
イ
ン
ド
シ
ナ
問
題
に
関
す
る
会
議
を
開
始
し
た
。
ア
メ
リ
カ
は
、
こ
の
会
議
に
中
華
人
民
共
和
国
を
招
請
・
参
加
さ
せ
る
こ
と
に
反
対
し
て
い
た
し
、
そ
も
そ
も
話
し
合
い
に
よ
る
イ
ン
ド
シ
ナ
問
題
の
解
決
に
も
反
対
で
あ
っ
た
か
ら
、
会
議
の
難
航
は
当
初
か
ら
予
想
さ
れ
る
と
こ
ろ
で
あ
っ
た
が
、
中
国
と
フ
ラ
ン
ス
の
執
肋
な
努
力
に
よ
っ
て
、
一
九
五
四
年
七
月
二
一
日
、
イ
ン
ド
シ
ナ
に
関
す
る
ジ
ュ
ネ
ー
ブ
協
定
が
成
立
す
る
に
い
た
っ
た
。
イ
ン
ド
シ
ナ
三
国
の
停
戦
、
国
民
投
票
に
よ
る
南
北
ベ
ト
ナ
ム
の
統
一
、
カ
ン
ボ
ジ
ア
、
ラ
オ
ス
お
よ
び
ベ
ト
ナ
ム
の
独
立
・
主
権
の
尊
重
、
に
つ
い
て
合
意
が
み
ら
れ
、
ベ
ト
ナ
ム
に
つ
い
て
は
北
純
一
七
度
線
を
休
戦
ラ
イ
ン
と
し
て
南
北
を
分
割
す
る
が
、
協
定
締
結
後
二
年
以
内
に
南
北
統
一
の
た
め
の
総
選
挙
を
お
こ
な
う
こ
と
が
決
定
さ
れ
た
。
ジ
ュ
ネ
ー
ブ
協
定
締
結
当
日
、
ア
イ
ゼ
ン
ハ
ワ
ー
大
統
領
は
協
定
に
つ
い
て
の
コ
メ
ン
ト
を
発
表
し
、
「
ア
メ
リ
カ
は
会
議
の
決
定
に
参
加
し
て
い
な
い
し
、
こ
れ
に
拘
束
さ
れ
な
い
」
こ
と
を
明
ら
か
に
し
た
が
、
こ
れ
に
よ
っ
て
、
ジ
ュ
ネ
ー
ブ
協
定
と
い
う
国
際
協
定
の
行
方
に
す
で
に
暗
雲
が
立
ち
込
め
る
こ
と
を
示
唆
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。
同
年
九
月
八
日
の
東
南
ア
ジ
ア
栄
謹
撤
（
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｔ
Ｏ
）
ｌ
ア
メ
リ
カ
、
イ
ギ
リ
ス
、
フ
ラ
ン
ス
、
オ
「
ス
ト
ラ
リ
ア
、
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
、
パ
キ
ス
タ
ン
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
の
七
ヵ
国
加
蝿
ｌ
の
生
誕
が
そ
の
鰯
一
歩
で
あ
っ
た
が
、
つ
づ
い
て
一
。
Ⅱ
二
四
ｑ
ジ
ェ
ネ
ー
プ
会
議
岐
叩
の
七
月
五
日
に
南
ベ
ト
ナ
ム
の
首
相
に
な
っ
た
ば
か
り
の
ゴ
・
ジ
ン
・
ジ
ェ
ム
政
権
に
対
し
て
援
助
供
与
を
表
明
し
た
。
こ
う
し
て
ア
メ
リ
カ
は
、
ジ
ュ
ネ
ー
ブ
協
定
の
形
骸
化
を
は
か
っ
て
い
っ
た
。
一
九
五
五
年
一
○
月
二
三
日
、
ゴ
首
州
は
国
民
投
票
で
バ
オ
ダ
イ
国
家
元
首
に
勝
利
し
て
大
統
領
に
就
任
し
、
ベ
ト
ナ
ム
共
和
国
成
立
を
宣
言
し
た
が
、
こ
れ
に
よ
っ
て
、
ジ
ュ
ネ
ー
ブ
協
定
に
も
と
づ
く
ベ
ト
ナ
ム
民
族
の
統
一
の
実
現
は
事
実
上
不
可
能
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。
こ
う
し
て
ベ
ト
ナ
ム
に
お
い
て
も
、
分
断
国
家
が
ア
メ
リ
カ
の
強
い
庇
護
の
も
と
で
維
持
さ
れ
て
い
く
こ
と
に
な
っ
た
。
ベ
ト
ナ
ム
戦
争
と
世
界
経
済
（
下
）
六
七
ベトナム戦争と世界経済（下）
六ハ
ア
メ
リ
カ
の
以
上
の
よ
う
な
南
ベ
ト
ナ
ム
へ
の
テ
コ
入
れ
に
も
と
づ
い
て
、
い
っ
た
い
ど
れ
だ
け
の
援
助
が
ア
メ
リ
カ
に
よ
っ
て
な
さ
れ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
援
助
は
通
常
経
済
援
助
と
軍
事
援
助
の
カ
テ
ゴ
リ
ー
に
分
け
ら
れ
る
が
、
南
ベ
ト
ナ
ム
に
対
す
る
援
助
も
こ
れ
ら
二
つ
の
カ
テ
ゴ
リ
ー
の
も
と
で
お
こ
な
わ
れ
て
い
る
こ
と
は
い
う
ま
で
も
な
い
。
こ
の
上
に
、
ベ
ト
ナ
ム
で
の
「
成
功
す
る
見
込
み
の
な
（４）
いフランスの努力」に対する軍事施設や軍需口叩の供与、つまり軍事援助がおこなわれたし、さらにカンボジア、ラオ
ス
等
に
対
す
る
援
助
も
必
要
で
あ
っ
た
。
ま
ず
南
ベ
ト
ナ
ム
へ
の
軍
歌
援
助
で
あ
る
が
、
こ
れ
は
ジ
ュ
ネ
ー
ブ
協
定
締
結
以
前
と
以
後
と
では援助の対象が大いに異なることはいうまでもない。協定締結以前の場合には、ベトナムでの戦闘の主力はフラン
ス
躯
で
あ
り
、
南
ベ
ト
ナ
ム
軍
は
そ
の
補
充
の
役
剖
を
果
た
す
に
す
ぎ
な
か
っ
た
か
ら
、
両
者
の
主
従
の
役
削
に
し
た
が
っ
て
、
援
助
額
も
違
っ
て
く
る
の
は
当
然
な
こ
と
で
あ
る
。
ジ
ュ
ネ
ー
ブ
協
定
以
前
の
ア
メ
リ
カ
の
イ
ン
ド
シ
ナ
に
お
け
る
対
仏
躯
事
援
助
は
、
フ
ラ
ン
（５）
（６）
ス
の
戦
費
の
七
八
％
に
相
当
す
る
一
一
億
ド
ル
に
達
し
た
。
Ⅱ
。
Ａ
・
ホ
ー
ベ
イ
に
よ
れ
ば
、
ア
メ
リ
カ
が
お
こ
な
っ
た
ベ
ト
ナ
ム
で
の
フ
ラ
ン
ス
に
対
す
る
耶
耶
援
助
は
、
一
九
五
三
年
度
三
億
五
○
○
○
万
ド
ル
、
翌
五
四
年
度
四
億
ド
ル
、
こ
の
両
年
度
の
み
で
七
億
五
○
○
○
万
ド
ル
以
上
で
あ
っ
た
と
い
う
か
ら
、
さ
き
の
二
億
ド
ル
の
六
八
％
に
あ
た
る
援
助
額
を
、
フ
ラ
ン
ス
が
敗
北
す
る
ま
で
の
過
去
二
年
間
に
費
消
し
た
計
算
に
な
る
わ
け
で
、
こ
の
二
年
間
に
い
か
に
激
し
い
戦
闘
が
展
開
さ
れ
た
か
を
物
語
っ
て
い
る
。
ま
た
コ
ル
コ
に
（７）
よ
る
と
、
ジ
ュ
ネ
ー
ブ
協
定
以
前
の
対
イ
ン
ド
シ
ナ
軍
事
援
助
は
総
額
で
一
五
億
四
○
○
○
万
ド
ル
で
あ
っ
た
と
い
う
か
ら
、
さ
き
の
対
仏
耶
事
援
助
二
億
ド
ル
を
こ
れ
か
ら
差
し
引
け
ば
、
残
り
四
億
四
○
○
○
万
ド
ル
が
イ
ン
ド
シ
ナ
三
国
へ
の
軍
事
援
助
（
そ
の
大
部
分
は
南
ベ
ト
ナ
ム
に
対
す
る
も
の
で
あ
っ
た
）
で
あ
っ
た
こ
と
に
な
る
。
さ
ら
に
、
こ
れ
に
南
ベ
ト
ナ
ム
に
対
す
る
ア
メ
リ
カ
の
経
済
援
助
（８）
が
付
け
加
わ
る
の
で
あ
る
が
、
真
保
氏
に
よ
れ
ば
、
一
九
五
一
’
五
四
年
の
経
済
援
助
総
額
は
約
五
億
ド
ル
に
上
る
と
さ
れ
る
か
ら
、
こ
れ
ら
を
総
計
す
れ
ば
、
ア
メ
リ
カ
が
一
九
五
○
年
以
来
ジ
ュ
ネ
ー
ブ
協
定
に
い
た
る
五
年
間
に
南
ベ
ト
ナ
ム
の
バ
オ
ダ
イ
政
権
維
持
の
た
イ
ン
ド
シ
ナ
停
戦
に
関
す
る
前
記
の
ジ
ュ
ネ
ー
ブ
協
定
に
よ
れ
ば
、
協
定
締
結
後
二
年
以
内
に
南
北
統
一
の
総
選
挙
を
お
こ
な
う
こ
と
に
な
っ
て
お
り
、
そ
の
た
め
の
協
議
を
一
九
五
五
年
七
月
に
開
催
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
た
の
だ
が
、
北
ベ
ト
ナ
ム
の
し
ば
し
ば
の
呼
び
か
け
に
対
し
て
、
ゴ
・
ジ
ン
・
ジ
ェ
ム
大
統
領
は
、
「
南
ベ
ト
ナ
ム
政
府
は
ジ
ュ
ネ
ー
ブ
協
定
に
調
印
し
て
い
な
い
の
で
、
協
定
に
は
束
（９）
縛
さ
れ
な
い
」
と
、
か
っ
て
の
ア
イ
ゼ
ン
ハ
ワ
ー
と
全
く
同
じ
こ
と
を
主
張
し
、
北
ベ
ト
ナ
ム
と
の
協
議
を
拒
否
し
た
の
で
あ
る
。
こ
れ
に
よ
っ
て
ベ
ト
ナ
ム
統
一
の
選
挙
は
不
可
能
と
な
り
、
ジ
ュ
ネ
ー
ブ
協
定
は
破
綻
し
た
が
、
ア
メ
リ
カ
が
こ
の
こ
と
に
ど
の
程
度
の
責
任
が
あ
っ
た
か
ど
う
か
は
と
も
角
、
ゴ
政
権
に
対
す
る
ア
メ
リ
カ
の
援
助
を
み
れ
ば
、
ベ
ト
ナ
ム
分
断
国
家
の
維
持
・
存
続
に
賭
け
る
ア
メ
リ
カ
政
府
の
熱
意
を
読
み
取
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。
第
肥
表
は
、
一
九
五
五
年
か
ら
の
南
ベ
ト
ナ
ム
に
対
す
る
ア
メ
リ
カ
の
経
済
援
助
を
ベ
ト
ナ
ム
戦
争
と
世
界
経
済
（
下
）
六
九
めのコストは、約二○億ドルを超える巨額なものとなる。
（４）国四８］ロン・函○くめ］．ご日斤の＠の日庁冊昌】］旨ごシ脇厨国口８シの日。］。｛勺○一一口のの日】Ｑｂ３ｎ斤『８の・巳３℃・巴。
（５）日ロのｚのョＫ・『穴ゴョ＄量Ｑ・邦訳、上巻一一ページ。
（６）出口『。］□し・函○くの罠・一ウ丘・・つ・昭．
（
７
）
ガ
プ
リ
エ
ル
・
コ
ル
コ
、
前
掲
論
文
、
邦
訳
、
前
掲
轡
、
一
六
三
ペ
ー
ジ
。
な
お
、
コ
ル
コ
の
明
ら
か
に
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
は
、
一
九
兀○’五三年にアメリカがフランスに与えた直接軍事援助の総額は二九億五六○○万ドルであり、さらに一九五四年に
は
六
億
八
四
○
○
万
ド
ル
で
あ
っ
た
と
い
う
（
同
上
）
。
こ
の
数
字
と
Ⅲ
。
Ａ
・
ホ
ー
ベ
イ
の
指
摘
す
る
数
字
を
合
わ
せ
て
考
え
れ
ば
、
フ
ラ
ン
ス
は
ア
メ
リ
カ
か
ら
の
取
酬
援
助
の
蛎
畑
当
部
分
を
ペ
ト
ナ
ム
戦
に
つ
ぎ
込
ん
で
い
る
こ
と
が
分
か
る
。
し
た
が
っ
て
、
こ
の
点
か
ら
い
っ
て
も
、
ア
メ
リ
カ
と
す
れ
ば
、
ベ
ト
ナ
ム
で
の
平
川
勝
利
を
は
か
っ
て
、
フ
ラ
ン
ス
へ
の
班
耶
援
助
を
北
大
西
洋
条
約
機
桃
（
Ｎ
Ａ
Ｔ
Ｏ
）
の
強
化
の
た
め
に
向
け
ら
れ
る
よ
う
、
行
動
し
て
い
た
の
で
あ
る
。
（
８
）
真
保
潤
一
郎
、
前
掲
書
、
二
四
五
ペ
ー
ジ
。
ベトナム戦争と世界経済（下）
七
○
示
し
た
も
の
だ
が
、
一
九
六
五
年
に
い
た
る
一
一
年
間
に
総
額
二
四
億
一
八
一
○
万
ド
ル
の
経
済
援
助
を
供
与
し
た
。
う
ち
九
六
％
は
州
くい）
与
で
あ
り
、
残
り
の
四
％
は
借
款
で
あ
っ
た
。
コ
ル
コ
に
よ
れ
ば
、
一
九
五
五
年
か
ら
五
九
年
に
か
け
て
の
ゴ
政
権
に
対
す
る
ア
メ
リ
カ
の
経
済
・
軍
事
援
助
総
額
は
、
二
九
億
二
○
○
○
万
ド
ル
で
、
う
ち
一
七
億
一
○
○
○
万
ド
ル
（
五
八
・
六
％
）
は
軍
事
援
助
で
あ
っ
た
と
い
う
か
ら
、
残
り
の
一
二
億
一
○
○
○
万
ド
ル
（
四
一
・
四
％
、
第
旧
表
で
は
一
二
億
一
九
○
○
万
ド
ル
）
が
経
済
援
助
で
あ
っ
た
こ
と
に
な
る
。
す
で
に
述
べ
た
よ
う
に
、
ア
メ
リ
カ
の
援
助
の
、
的
は
、
ベ
ト
ナ
ム
の
反
共
的
分
断
国
家
の
維
持
に
あ
っ
た
の
だ
か
ら
、
ベ
ト
ナ
ム
の
経
済
的
自
立
が
そ
れ
に
よ
っ
て
は
か
ら
れ
て
い
く
と
い
う
代
物
で
は
な
か
っ
た
。
し
た
が
っ
て
、
「
ア
メ
リ
カ
の
援
助
は
ほ
と
ん
ど
全
面
的
に
、
怡
安
維
持
に
ｎ
点
を
悩
い
て
い
た
。
援
助
蘭
の
五
分
の
四
は
治
安
維
持
に
振
り
向
け
ら
れ
、
農
業
、
教
育
、
巡
輸
な
ど
（川）
の
分
野
に
割
り
当
て
ら
れ
た
資
金
に
し
て
も
、
そ
の
大
半
は
治
安
維
持
に
必
要
な
諸
計
画
に
吸
い
上
げ
ら
れ
て
し
ま
っ
て
い
た
」
の
で
あ
る
。
「
た
と
え
ば
サ
イ
ゴ
ン
と
ビ
エ
ン
ホ
ア
の
間
に
は
、
米
軍
事
援
助
顧
問
団
長
サ
ミ
ュ
エ
ル
。
Ｔ
・
ウ
ィ
リ
ア
ム
ズ
大
将
の
主
張
で
、
約
三
○
キ
ロ
の
舗
装
道
路
が
建
設
さ
れ
た
が
、
そ
の
建
設
に
つ
ぎ
込
ま
れ
た
援
助
費
は
、
五
四
年
か
ら
六
一
年
ま
で
の
間
に
労
働
、
社
会
（旧）
開発、社〈琴柵祉、保健、教育などの分野に与えられた援助費の総額よりも大きかった」という有様である。また第肪
表を援助の内容からみれば、ＡＩＤ援助が八六・八％を占め、残り一三・二％は余剰農産物援助であった。ここでＡ
－Ｄ援助とは、一九六一年九月四日に成立した対外援助法（曰汀の可・風、□し朋厨日日①し、〔・口＠ｍ］）の第一編、国際開
発法（し、庁帛・『『。〔①日目・目」Ｃの『の｝・ロ日のロ［）にもとづいて新しい援助機構として設立された国際開発局（シ、ｇｏ］。（
旨の日目・目一己のぐの一・ｏｇの貝缶Ｂ）を通ずる援助を指している。ＡＩＤ援助は、従来の相互安全保障法（ＭＳＡ）援
助に代わって低開発国の開発援助に並点をおき、特に贈与よりも借款を殖視した援助形態であるが、「韓国、台湾、
（脳）
ベトナム等一一大陣営対立の前衛拠点ともいうべき諸刷」に対しては、「ほとんど胴与でかつノンプロジェクトベ
（川）
１－ス」で援助がおこなわれている。ＡＩＤ援助のなかの商業援助とは、商業輸入計画に対する援助で、アメリカが直
接
供
与
す
る
ド
ル
資
金
と
三
角
フ
ラ
ン
（
ア
メ
リ
カ
の
対
フ
ラ
ン
ス
余
剰
農
産
物
援
助
の
対
価
で
、
南
ベ
ト
ナ
ム
国
立
銀
行
に
預
託
さ
れ
た
も
の
）
か
ら
な
っ
て
お
り
、
輸
入
業
者
が
支
払
う
ピ
ァ
ス
ト
ル
貨
は
、
政
府
特
別
勘
定
に
積
み
立
て
ら
れ
て
国
家
財
政
、
軍
事
費
お
よ
（崎）
び国内の経済開発プロジェクトへの援助のために使用される⑭●のである。
また余剰農産物援助（別名、平和のための食枇計画同。。□命・『厄の口８勺Ｈ・ぬ日ロ】）は、ＰＬ四ハ○（勺ｐｇｎＰｍゴ屋Ｐ
正式にはシ日】、ロー日日］日日ＱのＣの『の」・ＤＢのロ［口且』い⑪】⑪日口８シ、庁○口の望）にもとづくもので、それは「アメリカの
（応）
年々累積していく膨大な政府買上保有の余剰農産物」を海外諸国に援助する目的で制定されたｊＤのである。一九五四
年
一
川
一
日
か
ら
一
九
六
四
年
一
月
一
日
に
い
た
る
一
○
年
間
の
ア
メ
リ
カ
の
余
剰
腱
産
物
援
助
は
総
額
で
九
八
億
七
二
○
○
万
ド
ル
で
、
う
ち
極
東
は
一
○
％
（
中
近
東
・
南
ア
ジ
ア
は
五
九
％
の
シ
ェ
ア
で
最
大
で
、
次
い
で
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
二
一
％
、
ア
メ
リ
カ
ハ
％
、
ア
プ
リ
（Ⅳ）
カー一％）を占めるが、第旧表から明らかなように、その約一一一分の一がベトナムに供与されている。アメリカに次いで、
（旧）
フランスの対南ベトナム経済援助も大きく、一九五六年から一九六○年までその額は一五Ｗ一二万ドルに上っている。
ベトナム戦争と世界経済（下）
七一
（９）弓可のＺの三目○鳥ロョリ目Ｑ・邦訳、上巻二二ページ。
（
川
）
ガ
プ
リ
エ
ル
・
コ
ル
コ
、
前
掲
論
文
、
邦
訳
、
前
掲
書
、
一
七
四
ペ
ー
ジ
。
（Ⅲ）（旧）日ロのＺの三国。『穴ゴョ＄丘ｇ邦訳、上巻二四ページ。
（旧）通産省「経済協力の現状と問題点」一九六○年版、三五六ページ。
（Ｍ）通産省、前掲書、一九六二年版、三四九ページ。
（砥）通産省、前掲書、一九六三年版、一二一ページ。
照
、－〆
｡
こ
の
よ
う
に
、
ア
メ
リ
カ
の
南
ベ
ト
ナ
ム
へ
の
経
済
援
助
は
、
ア
ジ
ア
で
は
韓
国
に
次
い
で
大
き
い
の
だ
が
、
韓
国
も
ベ
ト
ナ
ム
も
、
極東における反共の砦であり、アメリカの世界戦略上、軍要な一環をなすという見地からの援助政策であった。した
が
っ
て
、
す
で
に
述
べ
た
一
九
六
○
年
代
初
頭
か
ら
の
「
ド
ル
危
機
」
に
伴
う
ア
メ
リ
カ
の
援
助
政
策
の
見
直
し
の
過
程
の
な
か
で
も
、
対
ベ
ト
ナ
ム
援
助
政
策
は
ほ
と
ん
ど
そ
の
影
辨
を
受
け
な
か
っ
た
と
い
え
る
。
す
な
わ
ち
、
．
九
六
○
年
ご
ろ
を
境
と
し
て
、
ア
メ
リ
カ
は
長
期
的
、
間
接
的
に
、
発
展
途
上
地
域
の
経
済
開
発
に
寄
与
す
る
こ
と
が
、
迂
遠
で
は
あ
る
が
、
最
も
効
率
的
に
、
ア
メ
リ
カ
の
対
（皿）
外
政
策
の
遂
行
に
資
す
る
」
と
の
立
場
を
と
る
よ
う
に
な
っ
て
、
軍
事
援
助
よ
り
経
済
援
助
を
重
視
す
る
よ
う
に
な
り
、
ま
た
援
助
形
態
も
、
贈
与
よ
り
借
款
へ
と
比
亜
を
転
換
さ
せ
る
政
簾
を
と
っ
た
。
こ
の
こ
と
は
第
Ⅳ
表
か
ら
読
み
取
る
こ
と
が
で
き
る
が
、
一
九
五
○
年
代
前
半
か
ら
後
半
に
か
け
て
、
加
蛎
援
助
は
援
助
総
額
の
四
一
・
六
％
か
ら
四
九
・
三
％
へ
と
墹
大
し
、
経
済
援
助
と
ほ
ぼ
肩
を
並
べ
る
ほ
ど
に
ま
で
な
っ
た
が
、
六
○
年
代
に
入
っ
て
減
少
し
て
そ
の
前
半
期
に
は
三
六
％
に
そ
の
シ
ェ
ア
を
低
下
さ
せ
て
い
る
し
、
援
助
総
額
の
な
か
で
の
借
款
の
比
重
も
、
五
○
年
代
前
半
の
四
・
四
％
か
ら
そ
の
後
半
に
一
四
％
へ
、
次
い
で
六
○
年
代
前
半
に
は
二
九
・
四
％
に
まで増大している。こうしたアメリカの援助政策の転換のなかでも、対ベトナム援助はほぼ一貫した傾向をもち、す
べ
て
贈
与
形
態
か
ら
な
る
軍
事
援
助
は
い
う
ま
で
も
な
い
が
、
経
済
援
助
に
つ
い
て
も
大
部
分
は
贈
与
の
ま
ま
で
あ
っ
た
（
第
珀
表
参
（、）通産省、前掲書、一九六四年版、三五七ページ。
グー、〆戸へ’一、
１８１７１６
，－〆、￣、－〆
ベトナム戦争と世界経済（下）
通産省、前掲書、一九六二年版、三五○ページ。
通産省、前掲書、一九六四年版、三六○ページ。
通
産
省
、
前
掲
書
、
一
九
六
三
年
版
、
一
二
一
－
一
二
二
ペ
ー
ジ
。
七
二
第１６表アメリカの対南ベトナム経済援助 (単位100万ドル）
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］’２５０１２５ｍ ］’Ｏ’Ｏ’Ｏ’９５－６（４m
Ｄ祷肋馨駐期’３２３６１２０２０１２５８３１１７９J’２００６１１６９０ 可４ 0982（８６－８
【１９１ｌｂｌ９１１４６－４１１３５－６ 拠_Ｉ’９５－０；ＩＩ３０１１５ＵＯｌ１６３６－５（６
う９ ５１７（１９Ｄ－ＵＩＯＣ
塁廠…比 ３１９６１６ ｡４－４１『団-5ｌｂ円
(注）計のカッコ内は影･
資料：通産省『経済樫力の現状と問題点」1963年版，121ページ， 同1966年版，１７５ページ。
第１７表アメリカの対外援助 (単位100万ドル）
1950～１９５４ 1955～１９５９ 霧iIilL年度 総．｢年平均 構成比絵！§年平均構成比 1jｉｉｌ経済援助倍款贈与軍事援助借款贈与援助汁借款贈与 15,282.31.144.914.137.410.897.0010.897.0 慧議’ ５８．４（7.5）（92.5）４１．６ 議溌」 へ。。）Ａ４△４（０Ｒ〉【ｌ々岳？』■白●■●●●■●？】【１Ａ皇ｎｏ０ｅ（ＵＰ０ｎＵＦｏ臼的皿輿（己詑巧氾偲ワ■●●●、？］勺上？】。】戸。Ａ４(100.0）100.0４．４９５．６26.179.3’土繊’
(注）構成比のカッコ内の数字は，経済援助，軍事援助それぞれの百分比をあらわす。
資料：川口巌「アメリカの対外援助政策』1980年，アジア経済研究所，付表から算出した。
マー＋＜暮聯｣J彗鴎蕊鱒Ｏ二） ￥
第１８表ＯＥＣＤ賭国の地域別擾肋実緬（政府援助のみ）
（1M位：100万ドル）
1960年
厩immWi-｢iiilXm
1961年
iiimiiii~｢imB:TＺ
1962年
援助額｜構成比援助ｉｉｉ
362.00
７０８９０
581.86
３２４．０５
255,38
1,05085
831.21
３１．４３
130.56
4.276.24
ベトナム戦争と世界経済（下）
ヨーロッノｆ
サハラ以北アフリカ
サハラ以南アフリカ
中南米
中近東
南ァジア
樋東
太洋川
その他
△、 ：fＵＵ
８．５
１６．６
１３．６
７．６
6.0
24.6
1Ｍ
0．７
３１
548.30
78833
7`11.16
92133
346.57
95233
787.64
３７０２
１５１．０８
10.4
14.9
14.1
17.5
6.6
18.1
149
０．７
２．９
459.04
766.09
835.55
875.83
２６２２１
１，１２３．８１
766.64
55.15
227.97
8.5
1４．３
1５．５
16.3
4.9
20.9
4.3
1.0
4.2
1000 100.0
七
四
ま
た
、
一
九
五
○
年
代
前
半
ま
で
は
、
発
腿
途
上
国
援
助
は
圧
倒
的
に
ア
メ
リ
カ
に
よ
っ
て
担
わ
れ
た
の
で
あ
る
が
、
五
○
年
代
後
半
に
入
っ
て
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
諸
国
の
経
済
発
展
が
軌
道
に
乗
り
始
め
る
と
と
も
に
、
こ
う
し
た
援
助
の
国
際
協
力
も
進
み
、
そ
の
分
ア
メ
リ
カ
の
負
担
も
軽
減
さ
れ
て
い
く
こ
と
に
な
っ
た
。
ア
メ
リ
カ
の
先
進
諸
国
に
よ
る
い
わ
ゆ
る
肩
代
わ
り
の
進
展
で
あ
る
。
そ
・
し
て
、
西
側
の
援
助
政
策
の
組
織
化
の
た
め
に
川
設
さ
れ
た
機
柵
が
開
発
援
助
ジーグループ（Ｃのぐの］ｏＣＢのロ【し朋厨８コ。①ｏＨｏＰｐＣ少の）である。これは
釦一九六○年一月、パリで附かれた大西洋会議の結果、アメリカ、イ
ルギリス、フランス、西ドイツ、カナダ、イタリア、ベルギー、ポル
３，
ト
ガ
ル
、
日
本
お
よ
び
Ｍ
Ｅ
Ｃ
の
参
加
を
え
て
設
立
さ
れ
た
が
、
翌
｛
ハ
ー
年
一
版弧○月の経済協力開発機柵（ＯＥＣＤ）の発足とともに、ＤＡＧはそ
６四の下部機構として開発援助委員会（○のぐの一○℃日８［し、窃厨日。ｎのＣ○日‐
ｌ鼎ロ
】
旨
＄
□
し
Ｏ
）
に
改
組
さ
れ
た
。
Ｏ
Ｅ
Ｃ
Ｄ
諸
国
が
ベ
ト
ナ
ム
に
ど
れ
だ
け
生
Ⅲ
ｉ
の
援
助
を
与
え
た
か
の
統
計
は
見
当
た
ら
な
い
の
で
、
第
咀
表
に
よ
っ
て
推
測
端するしかないのであるが、それによればＯＥＣＤ援助総額の一五％
画》
ｑ
前
後
が
極
東
に
向
け
ら
れ
て
い
る
。
そ
の
な
か
で
南
ベ
ト
ナ
ム
向
け
の
シ
ェ
ア
料箇
は
不
明
で
あ
る
。
こ
の
統
計
に
は
Ｏ
Ｅ
Ｃ
Ｄ
加
盟
各
国
別
・
地
域
別
援
助
額
が
第１９表南ベトナムに対する各国授助額
一上位１０カm一
（1964年７月～1967年６ノ1）
（lli位：1,000ドル）
百分比援助額
１５０６５２
100430
8236
4,569
2,985
20808
10776
1,717
８２５
６００
ベトナム戦争と世界経済（下）
西ドイッ
オーストラリア
フランス
カナダ
１１水
イギリス
ニュージーラソド
オランダ
ムｂ ｉｎｉロ
イタリフ〃
３１．６
２Ｌ0
16.6
９．２
６．０
５．７
３．６
３．５
Ｌ７
1.2
100.0
計
資料：in､産省，iiijlQ聾，1968（I;版，283ページ。
第２０表アメリカの東南アジアに対する軍事援助
(1)i位：100万ドル）
19661F
８７０
５０
５０
1967年
10580
３５
５５
l968fIZ
L635
７５
６０
1970年
2,125
１６０
１０５
１０
２４００
トナム
イ
オス
ンボジア
計
ベ々グーフ’刀一〈、
1063 2,085
１５０
９０
970 1,670 1,770
質料：ＲＯＩ〕ｅｒｔＪ､ＷＯＣ〔１，MilitaryAssistanceandtheNixonDocIrine
：ｉｎ“ＯＲＢＩＳ”，ＶｏＬＸＶ･Ｎｏ．１，１９７１，ｐ､２５８．
七五
と
こ
ろ
で
、
す
で
に
み
た
よ
う
に
、
一
九
六
○
年
代
初
頭
か
ら
ア
メ
リ
カ
の
援
助
政
策
が
軍
事
偏
重
傾
向
を
改
め
、
経
済
援
助
を
重
視
す
る
方
策
を
と
り
、
さ
ら
に
被
援
助
国
の
「
自
立
経
済
」
を
め
ざ
し
て
胴
与
よ
り
も
借
款
へ
と
転
換
し
て
き
た
の
で
あ
る
が
、
「
ア
メ
リ
（別）
力
の
援
助
は
年
々
軍
事
援
助
三
億
ド
ル
、
経
済
援
助
二
億
ド
ル
」
と
い
わ
れ
て
い
る
よ
う
に
、
ベ
ト
ナ
ム
に
関
し
て
は
依
然
と
し
て
軍
事
偏重であった。一九六五年のアメリカのベトナム戦争への本格的介入とともに、南ベトナムに対する援助政策は軍事
援
助
が
主
流
と
な
り
、
第
加
表
の
よ
う
に
、
一
九
六
六
年
の
ハ
億
七
○
○
○
万
ド
ル
が
六
九
年
に
は
二
○
億
ド
ル
を
超
え
る
に
い
た
っ
て
いる。このことがさきにみたアメリカの巨額のベトナム戦費と相乗して、「ドル危機」をいっそう増幅するものとし
て
作
用
し
た
こ
と
は
い
う
ま
で
も
な
い
。
（
皿
）
通
産
省
、
前
掲
書
、
一
九
六
三
年
版
、
一
二
一
ぺ
ｌ
ジ
。
い
る
。
そ
の
内
訳
は
、
医
療
二（、）
七
一
万
一
○
○
○
ド
ル
で
あ
る
。
ベトナム戦争と世界経済（下）
七
六
示
さ
れ
て
い
る
が
、
極
東
向
け
援
助
額
の
圧
倒
的
部
分
、
す
な
わ
ち
一
九
六
○
年
八
九
％
、
一
九
六
一
年
八
六
％
、
一
九
六
二
年
八
九
％
は
、
ア
メ
リ
カ
に
よ
っ
て
担
わ
れ
て
お
り
、
他
は
日
本
、
イ
ギ
リ
ス
等
で
あ
る
。
極
東
向
け
の
恐
ら
く
三
○
’
四
○
％
は
対
南
ベ
ト
ナ
ム
援
助
で
あ
ろ
う
と
推
測
さ
れ
る
。
こ
れ
と
少
し
時
期
が
ず
れ
る
が
、
南
ベ
ト
ナ
ム
に
対
す
る
一
九
六
四
年
七
月
か
ら
一
九
六
七
年
六
月
に
い
た
る
三
年
間
の
各
国
援
助
額
を
、
上
位
一
○
カ
国
に
つ
い
て
み
た
も
の
が
第
四
表
で
、
三
年
間
総
計
で
約
五
○
○
○
万
ド
ル
と
な
っ
て
い
る
。
そ
の
内
訳
は
、
医
療
一
五
六
五
万
五
○
○
○
ド
ル
、
物
資
二
七
七
七
万
ド
ル
、
教
育
訓
練
七
二
六
万
八
○
○
○
ド
ル
、
難
民
救
済
（
別
）
通
産
省
、
前
掲
譜
、
一
九
六
八
年
版
、
二
八
三
ペ
ー
ジ
。
一
九
五
○
年
代
末
の
ア
メ
リ
カ
か
ら
の
大
越
の
金
流
出
に
端
を
発
し
た
い
わ
ゆ
る
ド
ル
危
機
は
、
六
○
年
代
に
入
っ
て
も
一
向
に
沈
静
化する様相をみせなかったが、それが国際通貨としてのドルの弱体化にその根因があっただけに、ドル防衛も当初か
らアメリカ一国的対応の限界を超えるものであった。ここにドル防衛鞭に対する国際協力を呼び起こしていく必然性
があったが、「世界の憲兵」として冷戦の一方の旗頭であったアメリカは、当時ますます激化していくベトナム問題
に深くかかわりをもっていただけに、ドル防衛に対する国際協力も成果を生まずに終わったのである。
次
期
大
統
領
に
ケ
ネ
デ
ィ
の
就
任
が
決
定
し
、
し
た
が
っ
て
み
ず
か
ら
の
政
権
も
末
期
を
迎
え
て
い
た
ア
イ
ゼ
ン
ハ
ワ
ー
大
統
領
は
、
一九六○年一一月一六日、アメリカの国際収支に関する指令（Ｃ尉日ぐの。。ｍ回一目８．帛勺昌曰のロ［⑪）を発して、歴代
大統領としてははじめてのドル防衛策を打ち出した。「アメリカの経済的福祉と軍事上の安全とを確保するためだけ
で
な
く
、
ア
メ
リ
カ
が
自
由
世
界
の
将
来
の
経
済
発
展
と
軍
事
力
に
対
す
る
強
力
な
責
任
分
担
国
と
し
て
の
地
位
を
持
続
し
て
ゆ
く
た
め
にも、アメリカの国際収支馴悩を決定的に改善してゆくことが必要である」とし、その改善の施策として、「われわ
れ
の
軍
事
力
を
弱
化
せ
ず
、
わ
れ
わ
れ
の
国
際
経
済
計
画
を
も
そ
こ
な
わ
ず
、
し
か
も
世
界
貿
易
の
振
興
と
、
こ
れ
に
関
連
あ
る
資
金
の
圓山流励」をめざすものとして、具体的につぎのことを提案している。一、国際貿易面では、外国に対しては関税軽
減、剛当放の緩和、その他貿易制限の除去を緊急に要諦するとともに、アメリカからの輸出墹大のために、必要な場
合
に
は
輸
出
金
融
の
促
進
な
ど
、
あ
ら
ゆ
る
手
段
を
講
じ
て
ゆ
く
。
二
、
国
際
金
融
面
で
は
、
友
好
・
同
盟
諸
国
に
対
し
、
自
由
世
界
の
安
全
維
持
に
必
要
な
経
費
に
つ
い
て
十
分
な
分
担
額
を
引
き
受
け
る
よ
う
主
張
し
、
ま
た
先
進
諸
国
に
対
し
て
は
低
開
発
諸
国
へ
の
開
発
ベ
ト
ナ
ム
戦
争
と
世
界
経
済
（
下
）
七七
六
、
ド
ル
防
衛
の
国
際
的
展
開
ベ
ト
ナ
ム
戦
争
と
世
界
経
済
（
下
）
七
八
資
金
の
分
担
額
の
噌
加
を
強
く
要
求
す
る
。
さ
ら
に
国
際
諸
機
関
に
対
し
、
ド
ル
以
外
の
使
川
可
能
な
通
貨
を
で
き
る
だ
け
活
川
す
る
よ
う
勧
告
す
る
と
と
も
に
、
他
の
有
力
諸
国
に
対
し
て
は
、
こ
れ
ら
の
諸
機
関
が
そ
れ
ぞ
れ
の
国
の
資
本
市
場
で
資
金
を
借
り
ら
れ
る
よ
う
な
措
置
を
と
る
よ
う
勧
告
す
る
。
三
、
国
内
経
済
に
関
し
て
は
、
国
内
の
イ
ン
フ
レ
を
回
避
す
る
た
め
の
諸
方
策
を
引
き
つ
づ
き
実
施
し
、
ま
た
国
際
的
な
輸
出
競
争
力
を
確
保
す
る
た
め
に
、
労
使
双
力
に
対
し
、
あ
ら
ゆ
る
妥
当
な
措
侃
を
識
ず
る
よ
う
勧
告
す
る
。
そ
し
て
各
行政機関に対する梢慨を要求している。川刷防長官に対しては、海外駐留躯人、噸屈の家族数を一九六一年一月一日
以
降
一
カ
月
に
一
万
五
○
○
○
人
以
上
削
減
し
て
、
そ
の
総
数
が
二
○
万
人
を
超
え
な
い
よ
う
制
限
す
る
。
躯
お
よ
び
軍
歌
援
助
計
画
に
削
り
当
て
ら
れ
た
資
金
の
う
ち
、
一
九
六
一
階
年
中
の
海
外
調
達
川
に
予
定
さ
れ
て
い
る
支
州
を
、
隈
低
削
減
額
を
定
め
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
相
当
大
幅
に
削
減
す
る
。
②
財
務
長
官
に
対
し
て
は
、
ア
メ
リ
カ
沿
岸
警
備
隊
に
対
し
て
、
上
と
同
じ
措
置
を
講
ず
る
こ
と
。
③
国
務
長
官
に
対
し
て
は
、
国
際
協
力
局
Ｔ
Ｃ
Ａ
）
の
あ
ら
ゆ
る
活
動
分
野
に
お
い
て
ア
メ
リ
カ
産
の
物
資
お
よ
び
サ
ー
ビ
ス
に
対
す
る
融
資
に
主
要
砿
点
を
お
く
政
策
、
つ
ま
り
ア
メ
リ
カ
品
優
先
購
入
政
策
（
パ
イ
・
ア
メ
リ
カ
ン
）
を
と
る
よ
う
指
令
す
る
。
ま
た
ｌ
Ｃ
Ａ
資
金
で
海
外
で
購
入
さ
れ
て
い
る
物
資
の
趾
を
で
き
る
か
ぎ
り
少
な
く
す
る
。
他
の
関
係
諸
機
関
と
と
も
に
、
海
外
で
の
売
り
上
げ
か
ら
の
ア
メ
リ
カ
の
現
在
の
受
取
高
を
改
善
す
る
た
め
、
ア
メ
リ
カ
の
貿
易
関
係
お
よ
び
交
渉
の
領
域
を
検
討
す
る
。
さ
ら
に
諸
外
国
に
対
し
、
、
国
民
の
ア
メ
リ
カ
旅
行
を
奨
励
す
る
よ
う
要
望
す
る
。
川
農
務
長
官
に
対
し
て
は
、
余
剰
農
産
物
処
理
に
も
と
づ
く
売
却
が
ア
メ
リ
カ
製
品
の
ド
ル
現
金
販
売
鉱
を
減
少
し
な
い
よ
う
努
力
す
る
。
⑤
開
発
借
款
基
金
（
Ｄ
Ｌ
Ｆ
）
理
事
会
に
対
し
て
は
、
借
款
に
あ
た
り
ア
メ
リ
カ
品
優
先
購
入
方
針
を
と
る
一
九
五
九
年
一
○
月
の
Ｄ
Ｌ
Ｆ
の
方
針
を
積
極
的
に
推
進
す
る
。
⑥
各
省
・
機
関
に
対
し
て
は
、
海
外
駐
（１）
在
貝
お
よ
び
家
族
の
数
を
削
減
す
る
措
樋
を
講
じ
、
か
つ
海
外
調
遅
の
削
減
に
努
め
る
よ
う
要
諦
す
る
。
（１）「世界週報」一九六○年一二月六日号、二五’二八ページ。
ア
メ
リ
カ
財
務
省
の
算
定
に
よ
れ
ば
、
以
上
の
よ
う
な
海
外
支
出
削
減
に
よ
っ
て
約
一
○
億
ド
ル
節
約
で
き
る
と
し
て
お
り
、
う
ち
国
防省関係で五億ドル、対外援助関係で三億ドルと見祇もられた。剛防省関係費のうち股大のものは、当時四八万四○
（２）
○○人といわれた海外の駆人・躯属の家族を一一○万人まで減らす計画である。
（２）「世界週報」一九六○年一二月六Ｈ号、一八ページ。
こ
う
し
た
ド
ル
防
衛
策
を
ア
メ
リ
カ
に
識
じ
さ
せ
る
こ
と
に
な
っ
た
直
接
の
き
っ
か
け
は
、
同
年
一
○
月
に
入
っ
て
の
ロ
ン
ド
ン
金
、
由
市
場
に
お
け
る
金
相
場
の
暴
騰
に
あ
っ
た
と
い
っ
て
よ
く
、
同
月
二
○
日
に
は
金
一
オ
ン
ス
が
四
一
ド
ル
を
超
え
る
に
い
た
っ
た
。
こ
（３）
の金机場暴騰に際してとられたのが「金柑場安定協定」であって、これは西欧の主要中央銀行がアメリカの金売却価
格
に
現
送
費
を
加
え
た
三
五
・
二
五
ド
ル
を
上
回
る
価
格
で
は
金
を
買
わ
な
い
と
い
う
、
金
需
要
に
対
す
る
自
発
的
申
し
合
わ
せ
で
あ
っ
た。ドル不安と金価格暴騰の背景に、アメリカの国際収支が大幅な赤字を出して、アメリカの金保有も減少の一途を
た
ど
っ
て
い
る
と
い
う
事
実
が
あ
っ
た
こ
と
は
い
う
ま
で
も
な
い
。
第
２
表
お
よ
び
第
３
表
か
ら
明
ら
か
な
よ
う
に
、
一
九
五
八
年
か
ら
六
○
年
に
い
た
る
三
年
間
の
ア
メ
リ
カ
の
国
際
収
支
は
、
一
二
億
ド
ル
を
上
回
る
巨
額
の
赤
字
を
出
し
て
お
り
、
そ
れ
に
伴
っ
て
金
準
備
も
同
期
間
に
約
五
七
億
ド
ル
を
喪
失
し
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
、
前
述
の
ア
イ
ゼ
ン
ハ
ワ
ー
の
ド
ル
防
衛
策
も
、
国
際
収
支
の
逆
調
改
善を直接狙ったものであった。しかし、ひるがえって、アメリカの国際収支の赤字基調を是正するためには、その二
大
要
因
で
あ
る
政
府
対
外
支
出
と
民
間
資
本
流
出
を
抑
制
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
だ
が
、
い
ず
れ
の
要
因
と
も
、
第
二
次
大
戦
後
の
ア
メリカの国際的地位と深く関係しているので、その抑制策はいわばこうしたアメリカの地位の放棄を意味するだけに、
容易に実現しそうもない。前者のアメリカの政府勘定収支は、一九四六年から五九年にいたる一四年間に総計七三三
億三八○○万ドル、年平均に換算すれば五二億三八○○万ドルの赤字であり、同期間の民間経常収支の年平均黒字額
ベ
ト
ナ
ム
戦
争
と
世
界
経
済
（
下
）
七
九
（４）
五一一億七一一○○万ドルをほぼ食いつぶしている勘定となる。前にも指摘したが、対外政府勘定の主流は軍事支出と経
済援助であるので、いずれも「世界の懸兵」としてのアメリカの当然のコストである。また、後者の民間資本につい
ていえば、同じ一四年間の流出純計は一八六億八一○○万ドル、年平均一三億三四○○万ドルであり、海外民間資本
の誘発する輸出によってアメリカの輸出が基本的に支えられている点からだけでなく、アメリカの対外政策からいっ
ても、民間資本流出を抑えることはできない。第皿表は、一九五九年末現在の直接投資残高をみたものであるが、こ
廟並叩のロゴの］・由○日Ｈの口（、色⑪甘の、⑪．ｍので．］の８． 夢 ベトナム戦争と世界経済（下）綱旨剛刈於こ針ｓ繕働釦一一・酬絲望加國岡煎鮪廟解
釧
（
乞
巴
紺
州
曲
蔚
）
岸←」の］画一や
、
○
」
四
画
閉
８
℃
⑭
○
］
骨
⑭
砲
］
』
」・ｇｏ｜巨一沼
寓幾雨 聾…蕊
蔦
仔
l刀
⑭・一ｍｍ四』
②。②』⑭②ゴ
］・一切い⑭『
いいの心○
二ｍｍ⑭『心
ロロヨｅＳ己
］・］の四ｍｍ
酬
冨
齢夢蔦
仔
＞
〆向、
巨巳扇②辰F〈;圏
咄宮醤⑭．①日一訊一ざ 》》
一・ｍｍ、
一｛
』０心、①
健
俸
樵
｜
序
陰
篭
鋒
息§農 』ｇ｜
賦
■｜シ｜他
］甘
い
（画）（１）
』①
←
傍△
借■
、の←
の呂呂Ｈ←⑪
］］←（「）←『
⑭。○②①
宮
幾
》》（］》い》、の
（』）（－）
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
『｜』○○
ｍ
、
蕉
鳥
汗
＞
、
②、、
の①①
⑱念⑪○℃、（、）②画
団到司
司
鎖 巾
ｅ
膏］》》》》』』（心
（１）（１）
芦
』
⑪｜］○○
熱
風
拝
＞
ロ （疵寓Ｍ］ｇ則でで）
窟
蟹』雲篝1三 恥 八○評
れ
に
よ
れ
ば
石
油
業
へ
の投資が最高で、全投資残高の三五％を占め、これに製造業を加えると両者で一一一分の二以上に達
す
る
。
次
い
で
採
鉱
精
錬
業
へ
の
投
資
が
多
い
が
、
そ
の
圧
倒
的
部
分
は
中
南
米
、
カ
ナ
ダ
が
占
め
る
。
こ
の
結
果
、
総
計
で
み
れ
ば
カ
ナ
ダ
、
中
南
米
、
つ
ま
り
ア
メ
リ
カ
大
陸
は
六
四
％
と
い
う
高
率
の
比
重
を
占
め
て
お
り
、
民
間
投
資
の
地
域
的
偏
軍
が
明
白
で
あ
る
が
、
こ
れ
は
石
油
を
は
じ
め
、
ア
メ
リ
カ
の
世
界
戦
略
上
必
要
な
鉱
物
資
源
が
こ
れ
ら
地
域
に
偏
在
し
て
い
る
こ
と
の
結
果
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
第
３
表
お
よ
び
第
４
表
か
ら
明
ら
か
な
よ
う
に
、
ア
メ
リ
カ
の
対
外
政
府
支
出
な
ら
び
に
民
間
資
本
流
出
は
、
六
○
年
代
に
入
っ
ても一向に減少しなかったのである。
（
３
）
こ
の
点
、
詳
し
く
は
牧
野
純
夫
「
ド
ル
と
世
界
経
済
」
一
九
六
四
年
、
岩
波
轡
店
、
一
一
九
ペ
ー
ジ
以
下
、
松
井
消
編
雨
柵
現
代
資
本
主義と国際通伐』一九七二年、法律文皿仰祉、九七ページ、を参照されたい。
（４）以上の数字と民間資本流出については、のロゴｑ・｛Ｏロゴ８［、Ｅめごの脇・］目の・巳＄もつ・いの‐い『より算出した。
一
九
六
一
年
一
月
に
ア
イ
ゼ
ン
ハ
ワ
ー
の
あ
と
を
継
い
で
大
統
領
に
就
任
し
た
ケ
ネ
デ
ィ
は
、
一
月
三
○
日
の
「
一
般
教
書
」
に
つ
づ
い
て
、
二
月
二
日
に
「
経
済
回
復
と
成
長
の
た
め
の
計
画
」
と
題
す
る
教
撫
を
、
さ
ら
に
二
月
六
日
に
国
際
収
支
特
別
教
習
「
国
際
収
支
（５）
と
金
情
勢
」
を
、
議
会
脾
Ｌ
対
し
て
矢
継
ぎ
早
に
送
っ
た
。
ケ
ネ
デ
ィ
の
国
際
収
支
特
別
教
書
は
、
ア
イ
ゼ
ン
ハ
ワ
ー
の
ド
ル
防
衛
策
を
受
け
て
、
ド
ル
の
金
公
定
価
格
一
オ
ン
ス
Ⅱ
三
五
ド
ル
を
断
固
維
持
す
る
こ
と
を
宣
言
し
、
そ
の
た
め
に
も
ア
メ
リ
カ
の
国
際
収
支
の
全
般
的
均
衡
を
実
現
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
し
て
、
輸
出
拡
大
に
最
大
限
の
菰
点
を
お
く
こ
と
を
鮮
明
に
し
た
。
ア
イ
ゼ
ン
ハ
ワ
ー
の
ド
ル
防
衛
策
と
大
筋
で
は
違
い
は
な
い
が
、
た
だ
、
前
者
の
中
で
大
き
な
比
亜
を
持
っ
て
い
た
通
人
家
族
制
限
措
慨
に
つ
い
て
は
、
こ
の
措
燈
が「ドル節約を成就する最善の方法ではなく、またこの制限措憧が噸隊の士気と徴兵に愈大な影響をおよぼしている
こ
と
が
明
ら
か
と
な
っ
た
」
と
し
て
、
こ
れ
を
撤
廃
し
、
そ
の
他
の
措
樋
に
よ
り
同
様
の
額
の
ド
ル
節
約
を
は
か
る
べ
き
だ
と
し
て
い
る
。
ベ
ト
ナ
ム
戦
争
と
世
界
経
済
（
下
）
八一
ベトナム戦争と世界経済（下）
八二
（５）『世界週報」一九六一年二月二一日号、五二’五八ページ。梶原正男「戦後アメリカドルのたどった道一一九七八年、
日
本
経
済
評
論
社
、
六
四
’
六
五
ペ
ー
ジ
。
ケ
ネ
デ
ィ
の
ド
ル
防
衛
箙
が
発
表
さ
れ
て
一
カ
月
後
の
三
月
五
日
、
西
ド
イ
ツ
・
マ
ル
ク
の
切
上
げ
（
一
ド
ル
Ⅱ
四
・
二
マ
ル
ク
か
ら
四
マ
ル
ク
へ
）
、
翌
六
日
、
こ
れ
に
追
随
し
て
オ
ラ
ン
ダ
・
ギ
ル
ダ
ー
の
切
上
げ
（
一
ド
ル
Ⅱ
三
・
八
ギ
ル
ダ
ー
か
ら
三
・
六
二
ギ
ル
ダ
ー
へ
）
の
措
慨
が
発
表
さ
れ
た
が
、
こ
れ
は
ポ
ン
ド
弱
化
の
顕
在
化
を
恐
れ
る
イ
ギ
リ
ス
当
局
の
圧
力
に
よ
る
措
慨
で
あ
り
、
実
は
ボ
ン
（６）
ド危機それ自体の産物であった。マルク切上げを契機にして、為替市場では近い将来、為替相場の調整がおこなわれ
るだろうとの思惑から、ポンド切下げを見越してポンド売り、マルクあるいはスイス・フラン買いのため、大並の資
金
が
イ
ギ
リ
ス
か
ら
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
大
陸
へ
流
出
す
る
に
い
た
り
、
為
替
市
場
が
大
混
乱
し
た
。
こ
う
し
た
梢
勢
の
な
か
で
、
ベ
ル
ギ
ー
、
フ
ラ
ン
ス
、
イ
タ
リ
ア
、
オ
ラ
ン
ダ
、
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
、
ス
イ
ス
、
西
ド
イ
ツ
、
イ
ギ
リ
ス
（
の
ち
、
ア
メ
リ
カ
も
加
わ
る
）
の
八
ヵ
国
の
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
通
貨
当
局
は
、
バ
ー
ゼ
ル
の
国
際
決
済
銀
行
（
Ｂ
Ｉ
Ｓ
）
月
例
会
議
に
お
い
て
、
Ⅲ
各
国
は
為
替
相
場
の
安
定
に
努
力
す
る、②そのために各国中央銀行は為替市場で緊密に協力し合う、という紳士協定を結び、直ちにポンド支援のための
共
同
措
個
が
と
ら
れ
た
。
こ
れ
が
バ
ー
ゼ
ル
協
定
と
い
わ
れ
て
い
る
も
の
で
あ
る
。
各
国
が
イ
ギ
リ
ス
に
与
え
た
援
助
総
額
は
九
位
一
○
（７）
○○万ドルといわれ、その約一一一分の一はスイスによるものであった。さらに－ＭＦは同年八月四日、イギリスに一一○
億ドルの引出しを承認し、ポンド危機に対応した。こうした国際協力のもとでも、ポンド不安が消え去ったわけでは
な
く
、
こ
れ
が
や
が
て
は
ド
ル
に
波
及
し
、
再
び
金
価
格
が
動
揺
し
は
じ
め
た
。
同
年
九
月
中
旬
に
い
た
り
、
ロ
ン
ド
ン
金
市
場
の
金
価
格は、さきにみた「金相場安定協定」で申し合わされた公定価格を上回って騰貴した。こうして、同年一二月、金プ
（８）
－ル協定が発足した。この協定は非公式のものであったが、その内容はバーゼル協定を組織化したものといってよく、
と
こ
ろ
で
、
以
上
の
よ
う
な
金
プ
ー
ル
協
定
が
発
足
し
、
ま
た
１
Ｍ
Ｆ
を
軸
と
し
た
さ
ま
ざ
ま
な
国
際
的
ド
ル
支
援
態
勢
が
と
ら
れ
た
が
、
肝
心
の
ア
メ
リ
カ
の
国
際
収
支
の
改
善
が
み
ら
れ
な
い
限
り
、
ド
ル
に
対
す
る
不
安
は
な
く
な
ら
な
い
。
ア
メ
リ
カ
の
国
際
収
支
は
、
第
３
表
よ
り
明
ら
か
な
よ
う
に
、
一
九
六
○
年
の
三
八
億
九
八
○
○
万
ド
ル
の
赤
字
か
ら
一
九
六
三
年
に
か
け
て
や
や
改
善
さ
れ
て
は
い
る
も
の
の
、
赤
字
基
調
を
規
定
す
る
民
間
資
本
収
支
と
政
府
収
支
は
ほ
と
ん
ど
改
善
さ
れ
て
お
ら
ず
、
ま
た
金
準
備
ポ
ジ
シ
ョ
ン
も
五
九
年
よ
り
マ
イ
ナ
ス
を
記
録
し
て
、
年
々
そ
れ
が
大
き
く
な
っ
て
い
る
（
第
２
表
参
照
）
。
こ
う
し
た
事
態
を
背
景
と
し
て
、
ケ
ネ
デ
ィ
大
（９）
統領は一九六一一一年七月一八日、再び国際収支特別教書を発表した。すでにこれより一一日前に、連邦準備制度理事会は
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
連
邦
準
備
銀
行
の
公
定
歩
合
を
三
％
か
ら
三
・
五
％
へ
と
引
上
げ
、
ケ
ネ
デ
ィ
政
権
発
足
以
来
と
っ
て
き
た
低
金
利
政
策
ベトナム戦争と世界経済（下）
八三
ス
カ
ン
ジ
ナ
ビ
ア
諸
国
と
ス
ペ
イ
ン
を
除
い
た
西
欧
諸
国
と
ア
メ
リ
カ
と
の
参
加
中
央
銀
行
が
、
総
額
二
億
七
○
○
○
万
ド
ル
の
金
を
拠
出
し
合
っ
て
プ
ー
ル
資
金
と
し
、
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
銀
行
が
ロ
ン
ド
ン
金
市
場
の
市
況
を
み
て
売
買
操
作
を
お
こ
な
い
つ
つ
、
金
相
場
を
安
定
さ
せ
る
と
い
う
も
の
で
あ
る
。
こ
れ
に
よ
っ
て
、
い
わ
ば
従
来
の
ア
メ
リ
カ
一
国
的
金
管
理
体
制
（
別
の
側
面
か
ら
い
え
ば
ド
ル
管
理
体
制
）
か
ら
、
ア
メ
リ
カ
を
含
め
た
主
要
国
に
よ
る
共
同
的
金
管
理
体
制
へ
移
行
し
て
い
っ
た
の
で
あ
る
が
、
そ
う
し
た
組
織
的
な
金
の
国
際
葎
管
理
へ
の
移
行
を
促
が
す
上
で
、
す
で
に
同
年
九
月
三
○
日
に
欧
州
経
済
協
力
機
構
（
Ｏ
Ｅ
Ｅ
Ｃ
）
が
改
組
さ
れ
て
、
ア
メ
リ
カ
、
カ
ナ
ダ
を
も
加
え
た
Ｏ
Ｅ
Ｃ
Ｄ
が
発
足
し
て
い
た
点
も
見
逃
が
し
て
は
な
ら
な
い
で
あ
ろ
う
。
（
６
）
ポ
ン
ド
危
機
と
ド
ル
危
機
と
は
密
接
に
絡
み
合
っ
て
進
行
す
る
が
、
詳
し
く
は
桑
野
仁
「
国
際
金
融
論
研
究
」
一
九
六
七
年
、
法
政
大
学
出版局、第六章を参照されたい。
（
７
）
牧
野
純
夫
、
前
掲
轡
、
一
二
一
ペ
ー
ジ
以
下
、
朔
江
菰
雄
「
国
際
金
融
入
門
」
一
九
六
四
年
、
岩
波
書
店
、
一
三
六
ペ
ー
ジ
以
下
を
参
照
。
（
８
）
金
プ
ー
ル
協
定
に
つ
い
て
は
、
大
島
清
編
「
戦
後
世
界
の
通
貨
体
制
」
一
九
七
二
年
、
東
京
大
学
出
版
会
、
第
二
章
第
一
筋
が
詳
し
い
。
（９）「世界週報」一九六一一一年八月六Ｈ号、二七’三三ページ。
（
Ⅲ
）
利
子
平
衡
税
に
大
統
航
が
将
名
し
、
発
効
し
た
の
は
一
九
六
四
年
九
Ⅱ
三
日
で
あ
っ
た
。
こ
れ
と
時
期
的
に
前
後
す
る
が
、
一
九
六
三
年
一
月
末
、
イ
ギ
リ
ス
加
盟
問
題
を
審
議
し
て
い
た
肘
Ｅ
Ｃ
閣
僚
会
議
は
、
加
盟
交
渉
を
無
期
延
期
す
る
旨
を
決
定
し
た
が
、
こ
れ
を
契
機
と
し
て
ポ
ン
ド
切
下
げ
論
議
が
活
発
化
し
た
。
モ
ー
ド
リ
ン
グ
英
蔵
相
は
こ
う
し
た
事
情
を
背
景
に
、
イ
ギ
リ
ス
の
国
際
収
支
を
根
本
的
に
改
善
す
る
方
策
を
打
ち
出
し
た
が
、
そ
れ
は
国
際
競
争
力
を
強
化
す
る
た
め
に
生
産
（Ⅲ）
性
を
引
上
げ
る
と
い
う
長
期
的
な
高
成
長
政
策
で
あ
っ
た
。
そ
の
結
果
、
な
る
ほ
ど
設
備
投
資
が
拡
大
し
、
生
産
性
も
改
善
さ
れ
て
生
産
城
も
増
大
し
た
が
、
同
時
に
イ
ン
フ
レ
を
ひ
き
起
こ
し
、
労
賃
騰
貴
が
激
化
し
た
だ
け
で
な
く
、
輸
入
の
増
勢
が
顕
著
と
な
っ
て
、
国
際
収
支
が
悪
化
す
る
に
い
た
っ
た
。
こ
の
傾
向
は
一
九
六
四
年
に
入
っ
て
も
衰
え
ず
、
再
び
ポ
ン
ド
不
安
が
醸
成
さ
れ
て
い
っ
た
。
六
四
年
ベトナム戦争と世界経済（下）
八
四
の
軌
道
を
修
正
す
る
動
き
と
連
動
し
た
ド
ル
防
衛
策
で
あ
っ
た
。
と
は
い
え
、
こ
の
ド
ル
防
衛
策
も
、
基
本
的
に
は
資
本
流
出
対
策
、
海
外
軍
事
支
出
削
減
策
が
柱
に
な
っ
て
い
る
点
で
、
従
来
の
防
衛
策
に
比
べ
て
別
に
目
新
し
い
も
の
は
な
く
、
そ
れ
が
よ
り
組
織
的
と
な
り
、
よ
り
強
化
さ
れ
た
も
の
と
い
っ
て
よ
い
が
、
従
来
ま
で
は
み
ら
れ
な
か
っ
た
の
は
国
際
的
資
本
取
引
に
関
し
て
利
子
平
衡
税
（
ご
【
の
『
，
の⑪（’８目冒目ｏｐＢｘ）を新設するという提案である。これはアメリカ人が、外国人の発行する期限三年以上の債券、
株
式
そ
の
他
各
種
証
券
を
取
得
す
る
場
合
に
課
税
す
る
も
の
で
あ
り
、
税
率
は
残
さ
れ
て
い
る
償
還
期
限
に
応
じ
て
債
務
額
の
二
・
七
五
％
か
ら
一
五
％
の
累
進
と
し
、
株
式
で
は
一
五
％
と
な
っ
て
い
る
。
こ
の
利
子
平
衡
税
は
、
ア
メ
リ
カ
問
本
市
場
で
資
本
を
調
逮
す
る
外
側
人
の
金
利
負
担
を
事
実
上
一
％
上
昇
さ
せ
る
こ
と
に
な
る
。
し
た
が
っ
て
、
ア
メ
リ
カ
の
長
期
資
水
流
川
を
抑
制
し
よ
う
と
い
う
の
が
そ
の
狙
い
で
あ
る
。
こ
の
提
案
は
立
法
措
置
を
伴
う
も
の
で
、
直
ち
に
議
会
に
提
出
し
、
教
書
発
表
の
日
付
で
発
効
さ
せ
る
よ
う
要
求
し
（Ｍ）
ている。
秋
に
イ
ギ
リ
ス
で
総
選
挙
が
お
こ
な
わ
れ
、
ウ
ィ
ル
ソ
ン
労
働
党
内
閣
が
一
三
年
ぶ
り
で
成
立
（
一
○
月
一
七
日
）
し
た
が
、
同
内
閣
は
直
ち
に
前
内
閣
の
方
針
を
踏
襲
し
て
、
一
ポ
ン
ド
Ⅱ
二
・
八
ド
ル
の
為
替
平
価
を
堅
持
す
る
こ
と
を
声
明
し
た
。
し
か
し
、
ポ
ン
ド
切
下
げに対する懸念が強く、それは多額の短資流出となって現川した。こうして、一九六四年一○月から翌六五年秋にか
けての戦後最大のポンド危機が発生したのである。一九六四年一一月二三Ⅱ、ウィルソン政権は公定歩合を五％から
七
％
に
引
上
げ
る
と
同
時
に
、
製
品
の
輸
入
に
つ
い
て
は
一
五
％
の
課
徴
金
を
課
す
る
な
ど
の
緊
急
措
置
を
と
っ
た
が
、
ロ
ン
ド
ン
金
市
場
に
お
け
る
金
相
場
暴
騰
を
回
避
す
る
ま
で
に
は
い
た
ら
な
か
っ
た
。
同
年
二
月
二
五
日
、
欧
米
諸
国
と
日
本
の
先
進
一
一
ヵ
国
は
、
三
○
値
ド
ル
に
上
る
対
英
緊
急
援
助
を
決
定
し
た
が
、
こ
の
危
機
で
イ
ギ
リ
ス
が
喪
失
し
た
外
貨
は
、
一
九
六
四
年
だ
け
で
約
一
二
億
ポ
（肥）
ンド（一二三億六○○○万ドル）という巨額なものであった。
（Ⅱ）この時期のイギリス経済の実体分析は、楊井克己・石崎昭彦編「現代世界経済論」一九七三年、東京大学出版会、第
二
章
第
三
節
を
参
照
さ
れ
た
い
。
（旧）桑野仁、前掲替、一七三ページ。
ポ
ン
ド
危
機
の
さ
な
か
の
一
九
六
五
年
二
Ⅱ
一
○
日
、
ケ
ネ
デ
ィ
の
あ
と
を
継
い
だ
ジ
ョ
ン
ソ
ン
大
統
領
は
Ⅲ
際
収
支
特
別
教
耕
を
議
会に送り、ドル防衛強化策を講じた。この発表の直前の二月七日に、アメリカは北ベトナム爆撃を開始し、ベトナム
戦
争
へ
の
直
接
的
介
入
を
果
た
し
て
い
っ
た
が
、
こ
れ
は
ど
う
考
え
て
み
て
も
ド
ル
防
衛
策
と
は
矛
盾
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。
と
こ
ろ
で
、
ジ
ョ
ン
ソ
ン
の
ド
ル
防
衛
策
が
こ
の
時
期
に
発
表
さ
れ
る
に
い
た
っ
た
経
練
は
、
教
書
自
身
が
語
る
と
こ
ろ
に
よ
れ
ば
、
一
九
六
四
年
の
ア
メ
リ
カ
の
国
際
収
支
の
巨
禰
の
赤
字
－
‐
こ
れ
は
二
八
億
ド
ル
に
途
す
る
ｌ
に
あ
り
、
そ
の
半
分
余
は
同
年
第
４
四
半
剛
に
生
じ
た
と
い
う
、
い
わ
ば
ド
ル
防
衛
の
緊
急
性
に
あ
っ
た
。
な
ぜ
こ
れ
ほ
ど
ま
で
の
赤
字
が
六
四
年
秋
以
降
に
生
じ
た
か
は
明
ら
か
で
は
な
い
ベ
ト
ナ
ム
戦
争
と
世
界
経
済
（
下
）
八五
ベトナム戦争と世界経済（下）
ハ六
が
、
利
子
平
衡
税
が
適
用
さ
れ
な
い
カ
ナ
ダ
の
新
規
起
債
が
一
九
六
○
年
水
準
を
五
億
ド
ル
近
く
上
回
っ
た
と
か
、
ポ
ン
ド
危
機
の
救
済
の
た
め
の
資
金
流
出
が
あ
っ
た
と
か
、
「
特
別
の
一
時
的
原
因
に
よ
る
も
の
で
あ
っ
た
」
と
教
評
は
い
っ
て
い
る
。
コ
時
的
原
因
」
で
ア
メ
リ
カ
の
国
際
収
支
の
急
激
な
悪
化
が
生
じ
た
か
ど
う
か
は
い
ま
問
わ
な
い
と
し
て
、
そ
の
対
策
と
し
て
教
書
は
、
Ⅲ
利
子
平
衡
税
の
適
川
期
限
を
一
九
六
五
年
一
二
月
三
一
日
以
降
二
年
間
延
長
し
、
期
限
一
年
以
上
の
銀
行
融
資
に
も
週
川
す
る
よ
う
修
正
す
る
、
②
海
外
か
ら
の
よ
り
多
く
の
投
資
を
誘
致
す
る
た
め
に
、
ア
メ
リ
カ
民
間
企
業
の
証
券
へ
の
外
国
人
の
投
資
意
欲
を
増
進
さ
せ
る
よ
う
な
税
制
上
の
新立法を要請する、③銀行業者と企業鬮家に対しては、先進諸国に対する短期融資、直接投資の自主規制を要諦する、
（旧）
川アメリカ金融市場における短期金利の水準を維持する、としている。以上のようなジョンソン大統領によるドル防
衛
策
を
一
言
で
い
え
ば
、
ア
メ
リ
カ
の
国
際
収
支
赤
字
の
岐
大
の
要
因
の
一
つ
が
民
間
資
本
流
出
に
あ
る
の
だ
か
ら
、
そ
れ
を
企
業
家
や
銀
行
業
者
の
自
主
規
制
に
よ
っ
て
達
成
し
よ
う
と
い
う
わ
け
で
あ
る
。
（旧）「世界週報」一九六五年三川二Ｈ号、ニハー三三ページ。
つ
づ
い
て
、
一
九
六
五
年
一
二
月
五
日
、
ジ
ョ
ン
ソ
ン
政
権
は
彼
の
政
権
と
し
て
は
二
回
目
の
ド
ル
防
衛
策
を
発
表
し
、
さ
き
の
同
年
二
月
一
○
日
の
ア
メ
リ
カ
の
銀
行
、
企
業
の
対
外
投
融
資
自
主
規
制
計
画
を
改
定
す
る
こ
と
を
明
ら
か
に
し
た
。
す
な
わ
ち
、
こ
れ
に
よ
れば前記の二月一○日に発表された国際収支対策をいっそう強化し、金融機関の対外貸し出し自主規制の継続、企業
の
対
外
直
接
投
資
の
目
標
設
定
に
よ
る
強
化
、
政
府
対
外
支
出
の
削
減
の
強
化
、
ア
メ
リ
カ
へ
の
外
国
か
ら
の
投
資
の
促
進
、
輸
出
貿
易
の
い
っ
そ
う
の
拡
大
、
な
ど
に
よ
っ
て
、
六
六
年
の
国
際
収
支
赤
字
を
二
億
五
○
○
○
万
ド
ル
以
内
に
均
衡
さ
せ
よ
う
と
い
う
わ
け
で
あ
る
。
特
に
、
直
接
投
資
規
制
に
よ
っ
て
一
九
六
五
’
六
六
年
の
直
接
投
資
を
一
九
六
二
’
六
四
年
の
投
資
額
の
九
○
％
に
抑
え
る
よ
う
企
（Ⅱ）
業
に
呼
び
か
け
、
こ
の
結
果
、
六
六
年
中
に
国
際
収
支
の
上
で
一
○
億
ド
ル
以
上
を
節
約
で
き
る
と
期
待
し
て
い
る
。
（
Ｍ
）
「
世
界
週
報
」
一
九
六
五
年
一
二
月
二
一
Ｈ
号
、
一
九
－
二
○
ペ
ー
ジ
。
す
で
に
述
べ
た
よ
う
に
、
ア
メ
リ
カ
経
済
は
一
九
六
三
年
か
ら
六
六
年
末
ま
で
か
な
り
長
期
に
わ
た
っ
て
経
済
拡
大
が
み
ら
れ
た
が
、
ベ
ト
ナ
ム
戦
へ
の
介
入
と
相
俟
っ
て
、
六
四
年
ご
ろ
か
ら
商
品
輸
入
が
箸
増
し
、
六
五
年
に
は
前
年
よ
り
二
八
億
ド
ル
も
多
い
二
一
五
億
ド
ル
を
記
録
し
、
さ
ら
に
六
六
年
に
は
そ
れ
よ
り
約
四
○
億
ド
ル
多
い
二
五
四
億
ド
ル
を
示
し
た
。
こ
の
結
果
、
貿
易
収
支
の
黒
字
幅
は
六
四
年
の
六
八
億
ド
ル
が
六
六
年には三九億ドルと大幅に減少した。これはすでに検討したように、アメリカの国際腕争力の低下にその根因があった。他方、
イ
ギ
リ
ス
も
ま
た
国
際
収
支
を
な
か
な
か
好
転
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
ず
、
そ
の
結
果
と
し
て
の
ポ
ン
ド
不
安
を
抱
え
な
が
ら
一
九
六
五
年
を
推
移
し
た
。
す
な
わ
ち
、
六
五
年
五
月
に
は
イ
ギ
リ
ス
は
１
Ｍ
Ｆ
か
ら
一
四
億
ド
ル
の
併
款
を
受
け
て
い
た
し
、
同
年
七
月
に
入
っ
て
、
ウ
ィ
ル
ソ
ン
内
閣
は政府支出の削減、民側設備投資の抑制など、ポンド防衛策を誠じたりした。翌六六年三月に再選されたウィルソン内閲は、
同
年
七
月
二
○
日
、
ポ
ン
ド
防
衛
の
た
め
の
徹
底
的
な
抑
制
策
を
発
表
し
た
。
そ
れ
は
い
賃
金
・
物
価
の
六
カ
月
間
凍
結
、
さ
ら
に
引
続
い
て
六
カ
月間規制する、②ビール・酒・ガソリン等物品税の一○％増税、③郵便、電信、電話料金の引上げ、側旅行者の外貨持ち出し
（応）
の制限、⑤消班樹金融の制限、⑥内外における政府支出の削減、などを含む厳しい引締め政簸であった。
（
応
）
桑
野
仁
、
前
掲
響
、
一
七
四
ペ
ー
ジ
。
一
九
六
七
年
に
入
っ
て
、
ア
メ
リ
カ
の
ベ
ト
ナ
ム
介
入
が
強
化
さ
れ
、
ベ
ト
ナ
ム
戦
費
の
墹
大
に
も
と
づ
く
膨
大
な
財
政
赤
字
を
抱
え
て、ジョンソン政椛は抜き差しならない状況に追い込まれたが、それは同年八月三日に発表されたベトナム墹税特別
（肥）
教書「予算と経済の現況」をみれば明らかである。これより一一週間前に発表された六七会計年度の決算報上ロによれば、
同
年
度
は
九
九
億
ド
ル
の
赤
字
に
終
わ
っ
た
と
さ
れ
、
六
八
会
計
年
度
の
赤
字
見
通
し
は
一
三
六
億
ド
ル
で
あ
る
と
さ
れ
て
い
た
の
だ
が
、
この教書によればその赤字見通しは二三六億ドルないし二八○億ドルと大幅に上方修正された。こうした見通しの大
ベ
ト
ナ
ム
戦
争
と
世
界
経
済
（
下
）
八七
ベトナム戦争と世界経済（下）
八八
き
な
違
い
は
、
歳
入
減
は
と
も
角
と
し
て
、
ベ
ト
ナ
ム
戦
我
の
墹
大
に
も
と
づ
く
歳
出
燗
に
つ
い
て
の
過
小
評
価
に
あ
っ
た
。
そ
の
た
め
、
ジ
ョ
ン
ソ
ン
大
統
領
は
、
一
、
ベ
ト
ナ
ム
に
対
し
て
今
会
計
年
度
中
に
四
万
五
○
○
○
人
以
上
を
増
派
す
る
、
二
、
法
人
税
、
所
得
税
に
対
す
る
付
加
税
を
そ
れ
ぞ
れ
一
○
％
に
引
上
げ
る
、
三
、
明
年
四
月
実
施
予
定
の
自
動
車
お
よ
び
電
話
の
消
費
税
減
税
を
延
期
す
る
、
四
、
法
人
税
の
徴
収
を
早
め
、
七
○
％
概
算
納
入
を
八
○
％
ま
で
高
め
る
、
等
の
墹
税
措
慨
を
提
案
し
た
。
こ
の
墹
税
措
悩
に
よ
る
歳
入
卿
が
約
一
五
○
価
ド
ル
と
見
込
ま
れ
た
が
、
そ
れ
で
も
な
お
一
○
○
億
ド
ル
を
超
え
る
赤
字
が
必
至
で
あ
っ
た
。
こ
の
よ
う
に
、
ジ
ョ
ン
ソ
ン
政
権
は
ベ
ト
ナ
ム
介
入
を
強
化
し
つ
つ
、
ベ
ト
ナ
ム
財
源
の
確
保
を
大
幅
増
税
に
よ
っ
て
実
現
し
よ
う
と
企
図
し
て
い
る
が
、
墹
税
政
策
は
一
般
に
企
業
の
設
備
投
資
意
欲
や
個
人
消
変
愈
欲
を
減
退
さ
せ
る
こ
と
に
よ
っ
て
経
済
の
停
滞
化
を
捌
来
し
、
ま
た
財
政
赤
字
は
資
金
調達にもとづく金融市場への圧力によって金利上昇をもたらす。経済の停滞化は企業や個人の収入を減らして、やが
て
は
増
税
政
策
に
ネ
ガ
テ
ィ
ブ
に
は
ね
返
っ
て
い
く
し
、
金
利
上
昇
は
消
費
者
信
用
や
住
宅
建
設
に
悪
影
響
を
お
よ
ぼ
し
、
こ
れ
ま
た
経
済の停滞をいっそう加速させることになる。こうした恕循蝋を断ち切るためには、対ベトナム干渉戦争から早急に撤
退
し
、
思
い
切
っ
た
国
防
班
の
削
減
を
す
る
必
要
が
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
が
、
第
Ⅱ
表
の
よ
う
に
、
ア
メ
リ
カ
の
国
防
喪
は
減
る
ど
こ
ろ
か
箸
増
し
、
一
九
六
六
年
度
の
五
六
八
億
ド
ル
が
六
七
年
度
は
七
○
一
億
ド
ル
、
六
八
年
度
は
八
○
五
億
ド
ル
と
年
々
一
○
○
億
ド
ル
以
上
も
増
加
し
て
い
っ
た
の
で
あ
る
。
（町）『エコノミスト』一九六七年八月二二日号に「ベトナム戦争と米国経済」と題して、詳しい紹介記事が掲載されてい
他
方
、
イ
ギ
リ
ス
経
済
は
前
年
七
月
の
厳
し
い
ポ
ン
ド
防
衛
策
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
一
九
六
七
年
に
入
っ
て
も
好
転
せ
ず
、
同
年
八
月
に
は
イ
ギ
リ
ス
の
外
貨
準
備
は
一
○
億
ポ
ン
ド
を
割
る
に
い
た
っ
た
。
一
○
月
に
入
っ
て
外
貨
準
備
の
減
少
が
加
速
化
し
、
一
○
月
一
九
る
が
、
そ
れ
を
参
照
し
た
。
日
と
二
月
九
日
に
公
定
歩
合
が
○
・
五
％
ず
つ
そ
れ
ぞ
れ
引
上
げ
ら
れ
て
六
・
五
％
と
な
っ
た
。
か
く
し
て
、
ポ
ン
ド
切
下
げ
は
必
至
と
な
り
、
ウ
ィ
ル
ソ
ン
首
相
は
一
九
六
七
年
一
一
月
一
八
日
、
一
ポ
ン
ド
Ⅱ
二
・
八
ド
ル
か
ら
二
・
四
ド
ル
へ
、
一
四
・
三
％
平
価
を
切
下
げ
る
こ
と
を
発
表
し
た
。
そ
れ
と
同
時
に
、
公
定
歩
合
が
六
・
五
％
か
ら
八
％
へ
と
引
上
げ
ら
れ
た
。
そ
の
直
後
の
一
一
月
二
二
日
か
らゴールド・ラッシュが始まり、それに対処して金プール協定の発動がおこなわれたが、断続的な大量の金投機の結
果
、
金
プ
ー
ル
も
手
持
ち
の
金
が
枯
渇
し
て
一
九
六
八
年
三
月
一
五
日
に
ロ
ン
ド
ン
金
市
場
を
閉
鎖
す
る
に
い
た
り
、
こ
こ
に
金
プ
ー
ル
は
解
体
し
て
、
先
進
国
に
よ
る
金
管
理
は
終
わ
り
を
告
げ
た
。
し
た
が
っ
て
同
時
に
、
六
○
年
代
初
頭
の
ド
ル
危
機
の
顕
在
化
以
来
、
先
進
諸
国
間
で
と
ら
れ
て
き
た
ド
ル
防
衛
の
た
め
の
国
際
協
力
も
ま
た
、
こ
れ
に
よ
っ
て
実
質
上
放
棄
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
一
九
六
八
年
四
月
一
日
か
ら
の
金
の
二
正
価
枯
制
に
よ
り
、
１
Ｍ
Ｆ
も
事
実
上
崩
壊
す
る
に
い
た
っ
た
。
こ
れ
よ
り
先
の
六
八
年
一
月
一
日
に
、
ジ
ョ
ン
ソ
ン
大
統
領
と
し
て
は
三
回
日
の
ド
ル
防
衛
策
、
す
な
わ
ち
「
国
際
収
支
に
関
す
る
大
統
領
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
」
を
発
淡
し
た
が
、
そ
の
内
糯
は
大
喚
次
の
よ
う
な
も
の
で
あ
っ
た
．
Ⅲ
祗
鵬
投
欝
塊
綱
の
強
化
ｌ
従
来
の
、
主
規
制
に
代
え
て
強
制
的
計
画
、
つ
ま
り
法
的
規
制
を
導
入
し
、
西
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
大
陸
諸
国
へ
の
新
規
直
接
投
資
を
一
九
六
八
年
中
停
止
し
、
そ
の
他
の
先
進
諸
国
へ
の
新
規
純
投
資
額
を
一
九
六
五
’
六
六
年
平
均
の
六
五
％
、
開
発
途
上
諸
国
に
対
し
て
は
同
様
に
二
○
％
に
そ
れ
ぞ
れ
制
限
す
る
．
②
金
融
機
関
の
対
外
貸
付
け
規
制
ｌ
国
際
収
支
赤
字
を
さ
ら
に
派
億
ド
ル
減
ら
ず
た
い
銀
行
そ
の
他
の
金
融
機
関
に
よ
る
対
外
貸
付
け
を
い
っ
そ
う
規
制
す
る
．
③
海
外
旅
行
の
規
制
ｌ
西
半
球
以
外
へ
の
一
切
の
不
饗
不
急
の
旅
行
を
今
後
二
年
川
延期するよう要請し、必要な立法措置を検討する。側政府海外支出の規制－－在欧米軍による外貨費用を最小限にす
る
た
め
、
北
大
西
洋
条
約
機
構
（
Ｎ
Ａ
Ｔ
Ｏ
）
諸
国
と
早
急
に
協
議
し
、
ま
た
他
の
地
域
に
お
い
て
も
同
様
の
措
置
を
講
じ
、
さ
ら
に
海
外
文
官
数
を
削
減
す
る
．
⑤
輸
出
増
進
と
非
関
税
髪
撤
廃
ｌ
輸
洲
促
進
の
た
め
の
五
ヵ
年
計
Ⅷ
お
よ
び
民
剛
輸
出
業
者
へ
の
金
馨
ベ
ト
ナ
ム
戦
争
と
世
界
経
済
（
下
）
ハ九
ベトナム戦争が世界経済に与えたインパクトは測り知れないが、小稿ではベトナム戦争によって激化された資本主
義
の
不
曇
発
腱
ｌ
こ
れ
は
戦
後
世
界
で
は
す
で
に
鯛
鮮
戦
争
に
よ
っ
て
剛
始
さ
れ
た
と
い
っ
て
よ
く
い
わ
ゆ
る
限
定
戦
争
と
は
い
え
、
戦
争
は
徽
に
発
腿
の
不
均
等
性
を
激
化
す
る
も
の
と
し
て
作
川
す
る
ｌ
に
ひ
と
つ
の
焦
点
を
お
き
五
○
年
代
後
半
か
ら
六
○
年
代
を
通
じ
て
深
く
か
か
わ
り
を
も
っ
て
く
る
ア
メ
リ
カ
の
ベ
ト
ナ
ム
へ
の
干
渉
政
策
が
、
「
基
軸
通
貨
国
と
し
て
の
節
度
」
を
超
え
た
ド
作辨不が放棄されたのである。
ベトナム戦争と世界経済（下）
九○
肋
の
た
め
の
共
同
輸
出
協
会
の
創
設
計
画
に
早
急
に
清
手
し
、
ま
た
外
国
の
非
関
税
障
壁
の
撤
廃
を
交
渉
す
る
。
⑥
ア
メ
リ
カ
へ
の
投
資
（Ⅳ）
と
旅
行
を
促
進
す
る
。
以
上
の
よ
う
な
ア
メ
リ
カ
の
ド
ル
防
衛
策
で
、
一
九
六
八
年
に
お
け
る
ア
メ
リ
カ
の
国
際
収
支
は
一
九
五
七
年
以
来
黒
字
を
記
録
す
る
に
い
た
っ
た
が
、
そ
れ
は
全
く
一
過
性
の
も
の
で
し
か
な
く
、
翌
六
九
年
に
は
第
二
次
大
戦
後
最
大
の
六
九
億
ド
ル
も
の
赤
字
を
生
じ
た
。
こ
う
し
た
六
八
年
一
月
の
ジ
ョ
ン
ソ
ン
政
権
に
よ
る
か
な
り
決
定
的
と
も
思
え
る
ド
ル
防
衛
鯛
の
発
表
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
さ
き
に
述
べ
た
同
年
三
月
の
ゴ
ー
ル
ド
・
ラ
ッ
シ
ュ
の
発
生
と
金
プ
ー
ル
解
体
が
生
じ
た
こ
と
は
、
も
は
や
対
症
療
法
的
な
ド
ル
防
衛
策
で
は
国
際
通
貨
ド
ル
を
救
済
で
き
な
く
な
っ
た
こ
と
を
意
味
す
る
。
い
わ
ば
ベ
ト
ナ
ム
戦
へ
の
片
足
突
っ
込
ん
だ
ま
ま
の
ア
メ
リ
カ
の
ド
ル
防
衛
措
置
に
対
す
る
無
効
宣
言
が
国
際
的
に
な
さ
れ
た
に
等
し
く
、
こ
こ
に
国
際
的
協
調
の
も
と
で
ド
ル
を
維
持
す
る
共
同
（Ⅳ）ご・の。□８日一目の口斤○ｍｇの日岡の仰のＰｕし厨貰風日ロ、岳のの【『のロｍＢＣ律ロのロロ芹巴の日斤の⑩□○一」、『ごロの（８口胸印の①ヨ○門」・
両〉８コ○日］》巳窃・海老沢・川野・小沼訳「ドル防衛白書」一九六八年、ぺりかん社、九’一八ページ。
七
、
む
す
び
ベ
ト
ナ
ム
戦
争
は
一
九
四
七
年
の
ギ
リ
シ
ャ
・
ト
ル
コ
へ
の
干
渉
戦
争
と
同
様
に
、
民
族
独
立
戦
争
に
端
を
発
す
る
国
内
戦
に
ア
メ
リ
カ
が
介
入
し
た
戦
争
で
あ
り
、
そ
れ
は
い
わ
ば
自
由
世
界
の
守
護
神
を
自
任
す
る
ア
メ
リ
カ
に
と
り
当
然
す
ぎ
る
ほ
ど
の
介
入
政
策
で
あ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
、
一
九
五
○
年
代
後
半
に
は
す
で
に
西
欧
諸
国
の
経
済
発
展
は
軌
道
に
乗
り
始
め
、
従
来
の
ア
メ
リ
カ
の
厚
い
庇
誰
か
ら
脱
却
し
姑
め
た
矢
先
だ
け
に
、
ベ
ト
ナ
ム
へ
の
ア
メ
リ
カ
の
介
入
が
強
ま
れ
ば
強
ま
る
ほ
ど
、
西
欧
諸
国
と
ア
メ
リ
カ
と
の
経
済
的
乖
離
が
大
き
く
な
る
と
い
う
パ
ラ
ド
ッ
ク
ス
を
胚
胎
し
て
い
た
。
そ
れ
を
象
徴
し
た
も
の
が
一
九
五
八
年
末
の
西
欧
諸
国
の
通
貨
交
換
性
回
復
措
悩
で
あ
っ
た
。
こ
の
場
合
の
通
貨
の
交
換
性
回
復
は
、
こ
ん
に
ち
か
ら
い
え
ば
き
わ
め
て
不
十
分
な
措
魁
で
は
あ
っ
た
が
、
し
か
し
、
そ
の
意
味
す
る
と
こ
ろ
は
き
わ
め
て
大
き
か
っ
た
。
と
い
う
の
は
、
従
来
も
っ
ぱ
ら
ド
ル
に
依
存
す
る
国
際
信
用
体
系
を
形
作
っ
て
き
た
の
で
あ
る
が
、
こ
の
西
欧
諸
国
の
通
貨
の
交
換
性
回
復
措
置
に
よ
っ
て
、
西
欧
諸
国
通
貨
を
も
包
含
せ
る
国
際
信
用
体
系
に
変
質
し
て
き
た
か
ら
で
あ
る
。
勿
論
、
西
欧
諸
国
通
貨
が
ド
ル
に
代
わ
っ
て
直
ち
に
国
際
通
貨
に
な
る
わ
け
で
は
な
い
が
、
ド
ル
を
補
強
し
、
その一部を代位する役割を果たしてくるのである。
こ
の
こ
と
を
、
戦
後
世
界
経
済
の
ひ
と
つ
の
秩
序
体
系
を
な
し
た
と
い
わ
れ
る
Ｉ
Ｍ
Ｆ
に
あ
て
は
め
れ
ば
、
Ｉ
Ｍ
Ｆ
は
周
知
の
よ
う
に
、
埜
金
原
理
に
も
と
づ
く
加
盟
各
国
の
囚
際
収
支
不
均
衡
に
対
す
る
国
際
流
動
性
対
策
と
し
て
、
資
金
供
与
を
お
こ
な
う
こ
と
を
ひ
と
つ
の
枕
と
し
て
成
立
し
た
が
、
戦
争
に
よ
る
破
壊
が
大
き
い
西
欧
諸
国
の
よ
う
な
、
も
っ
ぱ
ら
ア
メ
リ
カ
に
物
資
供
給
を
仰
が
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
ド
ル
不
足
の
時
期
な
ら
い
ざ
知
ら
ず
、
戦
後
復
興
を
終
え
て
す
で
に
通
貨
の
交
換
性
回
復
を
果
た
し
た
時
期
に
で
も
な
れ
ば
、
国
際
流
励
性
不
足
を
ド
ル
供
給
に
の
み
待
つ
必
要
は
な
く
な
る
の
で
あ
る
。
い
わ
ば
国
際
流
動
性
供
給
の
パ
イ
プ
が
複
数
化
し
た
か
ら
で
あ
る
。
ベ
ト
ナ
ム
戦
争
と
世
界
経
済
（
下
）
九一
ル
の
「
た
れ
流
‐
び」としたい。
「
た
れ
流
し
」
に
よ
っ
て
、
い
か
に
世
界
経
済
を
混
乱
に
陥
れ
た
か
を
み
て
き
た
。
そ
こ
か
ら
え
ら
れ
た
結
論
を
も
っ
て
、
「
む
す
ベトナム戦争と世界経済（下）
九二
世界的な「ドル過剰」が現実の日程に上らざるをえない馴態となったのであり、鞭突、一九五ハ年からアメリカから
金
が
流
出
し
始
め
た
の
で
あ
る
。
そ
れ
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
ア
メ
リ
カ
は
Ｉ
Ｍ
Ｆ
の
枠
外
か
ら
の
ド
ル
供
給
を
継
続
さ
せ
、
こ
の
こ
と
に
よ
っ
て
六
○
年
代
初
頭
に
お
い
て
「
ド
ル
過
剰
」
は
「
ド
ル
危
機
」
と
な
っ
て
顕
在
化
す
る
に
い
た
っ
た
。
そ
し
て
六
○
年
代
を
通
じ
て
、
ドルは絶えざる動揺を繰り返すことになったが、こうした「過剰ドル」の一部はユーロ・ダラーに吸収され、それが
また「ドル危機」の墹幅要因として作用することになる。アメリカの世界的なドル供給（Ⅲ撒布）は、基本的には対
外政府支出と民間資本流出にあることはさきにみた通りであるが、それが経常収支によって回収できるならば、アメ
リ
カ
の
国
際
収
支
構
造
に
な
ん
ら
の
問
題
も
な
い
と
い
え
よ
う
。
し
か
し
、
国
際
収
支
上
の
不
均
衡
が
年
を
追
う
ご
と
に
大
き
く
な
れ
ば
、
「ドル過剰」は必然的に「ドル危機」に発展せざるをえない。したがって、一九五○年代前半までのような「ドル不
足
」
の
時
期
な
ら
ば
、
ア
メ
リ
カ
の
ド
ル
撒
布
が
い
か
な
る
経
路
で
お
こ
な
わ
れ
よ
う
が
、
Ｉ
Ｍ
Ｆ
に
と
っ
て
は
国
際
流
動
性
が
増
大
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
好
ま
し
い
条
件
の
形
成
の
一
助
と
も
な
っ
た
が
、
「
ド
ル
過
剰
」
の
も
と
で
の
ド
ル
供
給
の
さ
ら
な
る
継
続
は
、
Ｉ
Ｍ
Ｆ
の
根
幹
を
揺
が
す
も
の
と
な
ら
ざ
る
を
え
な
い
。
こ
の
点
で
、
五
○
年
末
の
「
ド
ル
過
剰
」
の
出
現
は
、
世
界
経
済
に
と
っ
て
ド
ル
撒
布
の
穣
極
的
意
義
の
喪
失
を
意
味
す
る
も
の
で
あ
っ
た
が
、
ま
す
ま
す
の
め
り
込
む
ベ
ト
ナ
ム
か
ら
容
易
に
撤
退
で
き
ず
、
依
然
と
し
て
巨額のドル撒布をつづけなければならなかったのは、アメリカの「世界の漉兵」としての維持コストであったからに
ほ
か
な
ら
な
い
。
こ
の
よ
う
に
、
ア
メ
リ
カ
の
ド
ル
撒
布
は
ベ
ト
ナ
ム
介
入
に
よ
っ
て
加
速
さ
れ
、
し
た
が
っ
て
ド
ル
防
衛
策
も
、
国
際
協
力
を
え
つ
つ
お
こ
な
わ
れ
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
ほ
と
ん
ど
成
果
を
上
げ
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
が
、
し
か
し
他
方
で
は
、
ア
メ
リ
カ
の
班
滞
景
気
に
よ
る
拡
大
政
策
の
お
か
げ
で
、
先
進
工
業
諸
国
は
対
米
輸
出
を
は
じ
め
と
す
る
世
界
貿
易
に
お
け
る
シ
ェ
ア
を
伸
張
さ
せ
る
こ
と
に
よ
って、生産力の面でも、したがってまた国際収支の面でも、アメリカとの洲を深めていった。かくして、七○年代初
頭における金。ドル交換停止に象徴される世界経済の構造的不均衡の強制的調整過程は、ベトナム戦争を媒介とする
アメリカ経済の国際的地盤沈下の論理的帰結である。
［以上］
ベトナム戦争と世界経済（下）
九三
